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委員 長 河 角 席 


地震 遇 會 々 則 

本 信 は 地震 お よび これ に 開 連 する 諸 現 象 並び に 應 用 に 関す る 知 誠 を 交換 , 普及 し 震 
大 災 防 止 に 貢献 する こと を 目的 と する ・ 
よる は 0 雪 各 ど 言い て 。 本 季 所 東吉 大 下村 お く ・ 
本 會 は その 目的 達する た め 下 記 の 事業 を 行う ・ 

(i) 通常 綿 人 お よび 臨時 絶食 "(1) 避 術 講演 信 " 

の 會 誌 「 地 震 」 の 華 行 (Gv) 状 他 必要 な る 事業 

常 絶 會 は 毎年 必ず 1 同 適 営 な 時 期 に 行い , 臨時 弧 會 は 委員 5 名 以上 ある い は 會 員 
2 請求 の あつ た 時 に 開く 
本 會 え 員 は 普通 會 員 及び 将 助 會 員 と する ・ 會 員 と な ろう と する 者 は 會 費 + ケ 年 分 を 
そえ て 本 會 事務 所 へ 申込 せ や も の と する ・ 
地方 ある い は 特別 の 機 開 等 に 支部 を お く と と が で きる ・ 
宏 員 長 1 名 , 委員 若干 名 を お 〈・ 
租 員 長 は 本 會 を 代表 し , 各 委 員 は 如 軸 , 庶務 , 會 計 等 の 事務 を 分 拉 し , その た め に 
若 考 名 の 幹 事 を お く こ と が 出來 る 幹事 は 委員 長 が 委嘱 する - 
本 會 に は 顧問 若干 名 を お く と と が で きる ・. 
委員 は 普通 全員 の 互選 に よ つ て 選出 する . 委員 長 は 委員 の 互選 に よる . 委員 長 及 び 
委員 の 任期 は 1 年 と し , 再選 を さ また ば げ ない . 
委員 長 及 び 委 員 の 更 送 期 は 1 月 と する ・ 途中 補 過 と し て 加 つた も の の 任期 は 前 作者 
の 残存 期間 と する ・ 

附 則 

普通 信 員 の 會 費 は 営 分 の 問 年 300 彫 と し , 委員 に よ つ て 適宜 紹 更 する こと が で きる . 
會 費 年 1 口 (1000 彫 ) 以上 を お さめ た も の を 准 助 會 員 と する . 
支部 の な いと き は 連絡 幹事 を も おく 連絡 幹事 は 委員 長 が 委嘱 する . 


到 員 (951 年 1 月 選 ) 


委員 早川 正巳 (地質 調 ) 長谷 川 高 吉 ( 京 大) 西村 英 一 ( 京 大 ) 本 多 紋 吉 ( 仙 嘉 気 ) 
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鈴木 次 郎 (東大 ) [イロ ス 順 ] “ Park 


庶務 係 委員 村内 必 供 ・ 宮 村 掘 三 ・ 鈴 木 裕 郎 
會 計 係 委員 表 俊一 郎 ・ 浅 田 敏 
編 則 係 要員 遍 野 卓蔵 ・ 未 廣 重 二 
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事 山 日 弘 次 ( 編 還 )・ 松 本 正治 沿 ( 諾 務 ) 
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藤岡 高等 易 校 理科 甲 類 李 業 、 

東京 帝國 大 學 理 胸部 地質 胸 科 卒業 

任 地震 研究 所 助手 

東京 帝國 大 胸 理 有 部 講 条 

任 東京 帝國 大 胸 助 攻 授 

補 地 震 研 究 所 貞 

理 胸部 新生 代 地 更 用 及 新生 代 古生物 邦 の 授業 失 任 

滞 洲 冊 及 中 華 民 國 へ 出張 

理 胸 博 士 の 胸 位 援 尋 
南方 次 源 研究 會 研究 貞 

地質 針 物 の 基礎 的 調査 研究 の た め 俳 領 印度 雪 属 へ 出張 
地質 胸 研 究 委員 ' 

任 東京 診 國 大 脆 到 援 

理 胸部 に 於 ける 層 位 肌 及 東亜 地質 の 授業 抵 任 

投 任 東京 女 理 科大 胸 公 授 

補 南 方 自然 科 了 研 究 所 員 

理 部 勤務 地質 紗 第 二 議 座 失 任 

地震 換 衝 研究 連絡 委員 合 委 員 

一 級 に 時 叙 

午前 十 一 時 十 支 分 死 夫 


岩 開 完 所 津 屋 弘 導 


eo 
聞 研 究 を つづ けた 後 。 昭和 5 年 9 月 に 地震 研究 所 に 助手 と し て 就職 し た ・ それ 以来 。14 年 
3 月 助教 授 に , 18 年 1 月 攻 授 に 昇進 し つつ , 前 後 15 年 の 間 , 本 所 に お いて 地震 現象 の 地質 . 9 
肝 的 研究 に 専 合 し , 19 年 5 月 に 出身 の 地質 移 数 室 に に 韓 出 し た 後 も , 25 年 8 月 7 日 永眠 の 日 ま 
で 本 所 の 所 員 を 投 ね て いた. この よう に 大塚 用 は 研究 者 と し て の 生涯 の 大 全 を 本 所 に お お 
1 0 000V 入 本 の 5 に と みて IME NM 
症 昭 だ も の と の えよ う . 人 本 
を 大 は 地 錦 所 の 中 で も 特に 親 生 代 の 地 名 生物 な ど に つい て 式 し 。 日 本 の 導 生 代 の 
地質 構造 や 地形 の 開 達 過程 の 宮 應 的 追究 に に 葬 き を お いで いた 。 を の た め 。 地 角 旬 に つい で 
も 早く か ら 開 心 を も ち , 昭和 4 年 本 誌 第 1 傘 に , / 廷 命 寺 断 居 の 東方 延長 に 就 C” と いう 研 。 
究 を 畿 表 し て いた . た また ま 昭 和 5 年 , 半 本 所 中 と し て 主 に 地形 夏 の 立場 か ら 地震 現象 を ba 
研究 し で いた 多 男 男 博士 が 地理 朱 攻 室 に 人 
も と を 初め 全 所 員 の 大 きい 期待 の も ゃ と に 本 所 に 迎え られ た ・ 果して その 期待 に た が わ ず 。 同年 。 
| 1 月 北 伊豆 を お そつ た 大 地震 の 調査 耳 究 に 大 い に 活 只 し , その 後 炊 々 に 起 つ た 大 地震 地 志 。 
5, 天山 爆 殺 な ど に つい て , また その 聞 , 日 本 各地 の 新生 代 の 地 更 。 地質 構造 午 な ど に つい て 。 
も , 敷 多 の 目 ざ ま し い 研 究 成果 を あげ た . それ ら の 主 な も の は , 本 廊 未 に ある よう に 。 震 古 - 引 
蒙 報 並 びに , 雑誌 7 地震 / に 生 表 され て いる の で , ここ に 一 々 紹介 する 要 は な い . 衣 
"2 
る 地質 硝 者 の 役割 は 決し て 少な く な の. 地震 に 件 う 断 大 その 他 の 地 帝 組 動 が 多く の 場 に , 地 
形 ゃ 地質 と 徐 接 な 開 係 を も つて 現れ る こ 還 夫人 
し た が つて , 地震 に 伴う 地 帝 遂 動 の 意味 を 正しく 解 種 し , ま た その 和 欠 現 を 徐 想 する 上 か ら も , 
地震 地域 の 特に 新生 代 の 地質 構造 や 地形 の 和 達 過 杏 を 明か に する こと は 地質 克 者 に 課せ られ 
た 役割 の 一 つ で あろ う . し か し , 大 塚 君 は 本 所 の 研究 使命 を よく 骨 し , 旦 な る 自己 専門 の 地 
質 研究 を 行う と いう の で は な く , その 結果 と 地球 物理 移 者 の 研究 結果 と を 如何 に 結び つけ , 
調和 させ る か に 革 心 し , 地震 現象 を の も の を 解明 し ょ うと する 同 君 の 熱意 と 婦 力 と は 多く の 
地震 更 者 に も 劣る も の で は な か つた . 同 君 は 本 所 在任 中 に も , 純 地質 移 的 研究 を 學 會 誌 そ の 
' 他 に 賊 多く 殺 表 し た が , それ ら は 本 所 に お いて 行 つ た 地震 研究 の 副産物 で ある か , そう で な 
けれ ば , その 間 に 同 君 が 開 係 し て いた 他 の 研究 機 開 , 数 室 な ど に も ける 研究 の 成果 で あろ う 、 


- 全 人 Ear 


で で ui7A oo 


So ツン Eo 
大 人 有 守 の 地 須 守 所 に り る 業績 SS 


ereeWi rfernaofey ee940 f9 「 
ん じ て 占 え と し て 研究 を つづ け , 助 散 授 , 教授 に 昇進 し た 後 も 。 いき さか も 逆 わ る 所 が な か 
つた . 本 所 を 夫 つ て か ら 永 眼 す る まで の 最近 敷 年 間 , 大 塚 君 は 多 忙 な 本 職 の た め 。 また 一 進 
ー 退 の 病 決 の た めも あつ て , 本 所 に 出入 する 機 會 は 少な か つた . し か し , 同 君 が 再び 健康 を と 
、 り ぁ ど し , 集 務 と は いえ , 本 所 の 地震 研究 の た め 更 に 協力 する 日 の 近 き を , 再々 は 切 芝 し 。 
期待 し て いた . それ も つい に 叶わ ず , 大 塚 君 が 幾多 の 春秋 を の こ し て 永眠 し た こと は 。 日 本 
。 の 地質 厚 具 の 一 大 損失 で ある の は 勿論 , 本 所 に "と つて は , 掛 捧 の な い 所 員 を 失 つて , 誠に 残 
令 で あつ た . Ns 

終り に , 今 は 亡き 本 所 所 員 , 大 塚 顎 之 助 博士 の 御 受 嘱 を 新 る と 共に , 同 君 永眠 の 地 千葉 
態 館山 市 楠見 に 営 分 御 在 住 と 聞く 御 遺 族 方 の 御 多幸 を 新 り ます . 


大 塚 敵 之 助 博士 の 研究 業績 
( 震 研 臣 報 並 に 雑誌 〉 地 震 ? 所 載 の も の ) 


地震 研究 所 梨 朗 。 Vol. XV. (1937) 

“Decken ? Straucture in the BoOsO Peninsuls, Japan. 

日 本 群 鳥 附近 の 古 第 三 紀 の 海 央 線 の 凶 比 . 

開 東 地方 南部 の 地質 構造 (⑪) 〔 横 濱 一 藤澤 間 ] 

Some Geologic Considerations of the Folded Tertiary Zones in Japan (advanced paper) . 

Vol. XVI. (1938) 

5. A Geologic Interpretation on the Underground Structure of the Sitito- Mariana 
Jsland Arc in the Pacific Ocean. 

6. (with Inomata, S.) Fnenocryst Distribution in the Siroyama Hornblende Andesite 
IMass Exposed near the Town of Kanbara, Shizuoka Prefecture。 and its CM 
Interpretation. 

7. 静岡 漁 庵 原 郡 東部 の 地質 構造 . 

Vol. XVII. (1939) 

8. 員 和 13 年 11 月 5 日 了 屋 崎 沖 地 震 に 閥 する 調査 報告 . 

. Tectonic Classincation of the Japanese Islands as referred to their Cainozoic History. 

10. 史 和 14 年 5 月 男鹿 企 鳥 地震 の 地 尊 . 

Vol. XIXX. (1941) 

11. 山梨 史 風 鳳 山 ・ 地 蔵 ヶ 量 附近 の 地質 . 

12. 静岡 障 庵 原 郡 爾 河内 対 附 近 の 地質 構造 . 

13. 静岡 頻 熱 海 温泉 と 地質 構造 と の 開 係 一 才 察 . 

Vol TX (1931) 

14. Early Pliocene Crustal Movement in the Oater Zone of Southwest Japan and in 
-the Naumann7s Fossa Magna. 

Vol.. (1932) 

15. The Geomorphology of the Kano-zawa Alluvial Flain, the ErthquakeFissures of 
Nov. 26, 1930, and the Pre-and Post_seismic Crust sformations. 
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津 屋 約 血 3 (43) 
Post Pliocene Crastal Movements in the Outer Zone of Southwest Japan and in the 
を “Fossa Magna”? ①). 

17。 Recent Activity of the Long-Dormant Akita-Komagatake Volcano in North- East Japan. 
E 18. (with Kuno, H.) On 下 wo Borings near Atami-mati, Idu Peninsula. 


3 Vol 還 Xa (1938) 

, 19. The Geomorphology and Geology of Northern Idu Peninsula, the Earthquake 
を Fissures of Nov. 26, 1930, and the Pre-and Post-Seismic Crust Deformations. 

選 20. Contraction of the Japanese Islands since the Middle Neogene (advanced DaDer. ) 
vol。 IL 934) 


ま 21. Tertiary Structures of the Northwestern End of the Kitakami Mountainland, Iwate 
Frefecture, Japan. 
22. Marine Pleistocene Terraces near Kusiro, Hokkaido. 
VOlSXUM 当 (19859 
23. The Stratigraphic Relation of the Lower Kadonosawa and the Yotuyaku Series of 
Iwate to the Poronai Series in HokkaidO and the Marine Transgression of the Early 
Miocene, in Japan. 
る 24. The Oti Graben in Southern Noto Peninsula, Japan. (Part 1). 
192 / Eat 
26. / (Part III). 
27. 西南 日 本 中 央 構造 線 と 長崎 三角 地域 と に 開 す る 二 三 の 考察 
Vol. XIV. (1936) 
28, Marine Lower Pleistocene of the Central Kwanto Plain. (Anevidence of basin 
forming force of the Kwanto plain ). 
29. The Takasegawa Green Tuff Beds of the Yuri District Akita Pref., Japan, and Cor- 
relation of the Lower Nogene in Japan. 
震 研 功 報 別 期 , Vol. !. (1934) 
30. 員 和 8 年 3 月 3 日 の 津 浪 被害 と 三陸 海 内 の 地形 
2 司 E 靖 Vol 還 骨 記 (936) 
31. 喘 和 10 年 4 月 21 日 牽 海中 部 地方 に 起 つ た に 伴 へ る 地震 用 層 , 〔 附 ] 地震 刻 層 の 諸 特 徴 . 
地 震 
1. 延命 圭 秘 暦 の 東方 延長 に 3 第 1 乱 昭和 4 年 (1929) 
2. 秋田 胸 ヶ 狭 火 山 爆裂 調査 記 第 4 徐 昭和 7 年 (1932) 
3. 昭和 3 年 三陸 地震 津 浪 条 幸 (第 3 3 報 ) 第 5 徐 昭和 8 年 (1933) 
4. 火山 活動 と 地殻 運動 第 8 徐 昭和 11 年 (1936) 
5. 七 鳥 ・ マ リア ナ 海 嶺 に 開 す る 構造 地質 胸 的 一 考察 第 9 和 償 昭和 12 年 (1937) 
6. 明治 29 年 陸 包 地 震 川 舟入 層 の 現況 基 の 他 第 10 徐 昭和 13 年 0 
7. 茶 御山 地 志 に 就 い て 同上 
8. 活動 し て ゐる 鍼 曲 構 造 第 14 導 昭和 17 年 (1942) 
9. (今村 明 恒 共著 ) 秋田 肥 大 館 よ り 礎 岡市 に 至る 精 客 水準 線路 の 改 測 結 果 第 16 人 昭 和 19 年 (1944) 


休 胡 葉 城 の 面積 有 感 本 衝 この 開 係 ( 了 ほ 前 ) 


本 間 正 作 ・ 職 彰 


(昭和 25 年 ユ 1 月 20 日 受理 ) 


A _ Relation between the Area of Aftershock region 
and the Radins qf Sensibility Circle (continued ) 
S. HOMMA and A. SpKr 


Matushiro Seismological Observatory 


In our previous report (Jour. Seis. Soc. Jap3n, 2nd Series, Vol. 2, No. 2 (1949), it 
was stated that the area of aftershock region (4 km?) and the radius of sensibility circle 
(ZZ km) of several earthquakes in Japan Were closely related with each other. Recently, 
we Were able to collect more examples (cf. 芽 able 1 and Figs. 1-9) and investigated these 
data together With those already reported. 

From 12 ]and shocks and'9 oceanic shocks, We obtained the following relations : 

1og,。 4=(1.50 土 0.07) 十 (3.16 土 0.10) だ x10? for land shock, 
1og,。 4 = (2.13 土 0.10) 士 (2.86 土 0.13) だ 10 for oceanick shock, 
which well support our previous results. (cf. Fig. 10.) 

If the radius ア of the Great Kwanto Esrthquake of September 1 st, 1923 be assumed 
as 700 km. instead of 900 km., the former formula becomes 

log,。4=(0.87 二 0.13) (4.67 エ 0.19) 及 x103 


According to Prof. 廿 . Kawasumi the latter relation is more preferable. 

1. われ われ は 前 論文 り に お いて 日 本 に お ける 若干 の 大 地 寺 に つい て その 釣 震 の 分 布 司 城 
の 面積 4(km?) と 有 感 民 域 の 御 筆 (km) と の 間 に 容 接 な 函 散 開 係 が ある こと を 和 逮 べ た が , 
その 後 電 料 を 増 し た 結果 前 の 結論 が 確 め られ た . 

2. この た び 新 に 調べ 得 た 地震 と その 4 及び 尋 は 第 1 表 の 通り で ある . 地震 13 は 5 個 
の 釣 圭 々 央 が 比較 的 精 紗 に 決ま り , その 1 つ は 和 淵 村 と 美濃 町 の 中 間 , 他 は 八幡 町 , 下川 村 
及び 金山 町 を 頂 踏 と する 三角 形 内 に 起 つ た と いう 記事 が ある だ け だ か ら , それ ら を 含む 圧 の 
面積 を 4 と し た . No. 17 は 東南 海 地震 の 父 震 と 二 絢 が つか な い の で 岡崎 市 附近 と 混 美 洛 


附近 の も の を 父 震 と し て 探 つ た と 述 べ て ある . し た が つて 以上 2 つの 4! は 不 了 確定 と し て 以下 
の 統計 的 計算 に は 用 いて の ない. 今 市 地震 に つい て は 矢崎 技官 の 厚意 に より 特 に 公刊 に 先 

導い (> に 2 ャ ら の ie 
れ め , それ か ら 求 まる 4 は も つと 小さ く な る が , 今 ま で の 有 料 が 多く 祭 象 嘉 の 決定 に よる も 
の で あつ た か ら , ここ で も 先 象 嘉 の 値 を 探 つ て ある . No. 12 の 表 は 北 は 釧路 まで 825 科 , 


四 は 大 坂 ま で 933 料 で 方 位 に より 著しく 違う が その 下 均 680 料 を 探っ た の で , 他 の 地震 で 


。 けが 例外 的 に 徴 因 で ここ まで 入れ る と 550 持 に 4 な る が , と れ は 捨て た 方 が 適 営 だ と いう 矢崎 
技 志 の 御 意 見 に 従っ た 。 な お 前 須 の よく 決定 し た も の も 可 成 り 4 の 決定 | に 使 つた . "No OB 呈 較 
の 地震 は 前 震 が 欠 須 と 同 敷 使 つ て ある . 一 般 に 前 震 般 生 攻 域 と 欠 震 生生 屋 域 に は 格別 の 差 建 。 
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Table 1. 


番 不 | 地 震 名 | 竣 罰 HH | 4(km) | dom) 光 昌 本 なみ 
の 鹿 島 。 灘 ② ト 1923, 6, 2 8.82 x109 680 (6 
* 岐阜 農 入 幡 町 附近 | 1934。 8.18 | 0.38 /? 305 1 
14 河 内 ・ 大 和 ① | 1936。2, 21 0.23 50 1 
15 前 中 懲 拉 ⑥⑯1948。 4. 41 | 3.405 ク 480 0 
16 証 且 A|。 戸 。 池 の Pi99. 618.| 466 / 550 で 31 生 O 計 = 
17 = 河 ( | 1945, 1, 13 1.08 /? 470 ラン b 

を 日 向 。 半 ⑨ |r94859 | 414 ヶ 500 電王 語 
19 金 華 山 , 沖 | 1948,5,12 | 3.065 ヶ / 490 O.。 
20 日 高 川上 流域 5) | 1948。6, 15 R00 2 ニン 470 cl 
1 っ SPA HG2WN1949 2 26 | 0。47 360 L 


は それ ほど の 人 的 半 は な い が > 大 て い を の よう に し て を 決め て ある 。 全市 地 人生 だ 


が 認め られ な か つた か ら 鱗 震 の 資料 を 補う 意味 で こ れ を 取入れ る こと は 有効 で も あつ た. 
各地 震 の 魚 震 (前 震 を 含む ) 分 布 園 は Fjg. 1 こ 9 に 示し て ある . Fig. 4 と Fjg. 7 に に ある 馬 
線 の 檜 園 は 飛び 杏 れ た 世 が , 他 の と 同じ 芋 集 園 に に 属し 得る か 知 か を 多 定 する た め に 増山 博 。 


堂 で あり , 第 7 男 の 1 回 は と の 檜 周 か ら 僅か に は ずれ る が , と れ を 楽 て る と ほ ゞ 5 に 近い 
庄 り を 財 す も それ が ある か ら 採 用 し た . 9 
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Fig. 4 Earthq. of Hachinoe (No. 16). Broken line 1 
indicates the ellipse of Rejection limit With the leyel of E 1P・ 
Significance of 522・ Mikawa Earthq. (No. 17) 


ェ ィ グ 


6 。 月 20 142.5 143.0 


は.6 365240 議 3222 


Fig. 7 Earthq、off Kinkazan No. 
Rig. 6 (19) Broken line means the same 
< Hyuganada Earthq. (No. 18) as Fig. 4 
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Fig. 10 の 
Black circle : Oceanic shocks, White 
circle : Overland shocks. Thin white 
circles (13, 17) are excluded from the 
calculation. Annexed figzure shows the 
number of earthquakes given in our pre- に 
に Yious paper and Table 1 of the present 
paper. 1' gives the point of the Kwanto 
earthquake, だ of wnich is assumed as 
700 km. instead of 900 km. Lines !, II 
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8 and JII indicate oceanic curve, overland 
き 。 エーーー て curve and that when of the Kwanto 
1196 39.7 139.9 earthq. is taken as 700 km TesDectively. 


62 Thin Hines are the Iimits of the rejection 
Fig. 9 Hmaichi Earthg. deviation from the oceanic curve with 
Two main shocks occured (XX) of the the Significance leve] of 1%、 
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- 本間 正 作 ・ 開 彰 


、 3. 以上 の 介 料 に 前 回 の 分 を 加え て , 前 回 と 同様 に 


今 , 海底 地震 の 1og,。4 の 計算 値 か ら の 偏差 を も と に し て , 偏差 の 値 の 1% の 危険 率 に 


海底 地震 の 直 直線 に 在 行 な 2 本 の 直線 で 示し て ある . この 限界 の 外 に ある 地震 は 海底 地震 の 母 
集 園 に は 入ら れ な いと 認め 得る わけ で ある が , 唯 今 の 所 を の よう な 地震 は 全部 中 上 地震 で あ 
り , 陸上 地震 と 海底 地震 を 展 別 し て 考え る こと は 一 應 適 営 で ある と 思わ れる . 陸上 地震 は 開 


東 地震 の よ うな 問題 な ちの が 含ま れ て いる か ら , それ を 基本 に する より , 色々 の 丸 に 肝 し て 


比較 的 一 様 に 変 料 の ある 深 庶 地震 を 基本 に する 方 が よい と 考え た 区 第 で ある 

4. 要する に 有 感 年 衝 と 共に 父 詩 分 布 居城 が 増大 ずる こと , その 刻 係 が 泊 陸 地震 で 凌 な 
る こと が 日 本 の 浅 紙 地震 に つい て は 大 骨 確 認 き れ た わけ で あぁ る. 

終り に 東大 の 河 角 謀 攻 授 , 佐藤 泰夫 助教 授 , 中 央 気象 亭 の 天 崎 敬三 技官, その 他 御 恵 告 を 
頂い た 方 々 に 厚く 御 初 申 し 上 げ る . (1950, 双 ,10) 


2 獣 


1) 彰 , 本 間 正 作 “ 多 震 属 域 の 面積 と 有 感 年 径 と の 開 係 * 地 震 攻 甲 2 徐 2 競 (1949) 37-40. 
の 論 交 の 附 賠 10 に お ける 番 跳 No. 9。 No. 12 は 大 々 No. 11, No. 9 の 誤り . 
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log」。 4 ニ w 二 太 (02 6 避 

と いう 壮 険 式 を 立て る と , 第 2 表 の よう に な る . の 
Table 2. この 値 は 誤差 の 範 園 で 前 に 報 

es 6 stm) SC 

- 海底 地震 | 2.13 エ 0.10 | 2.86 王 0.13)x10* | 6.5 ェ 0.8 5 は 上 の 式 を 外 挿 し て , 5 が 
陸上 地震 | 1.50 エ 0.07 | (3.16 エ 0.10)X10? | 3.2 二 0.3 間 ーー 
“ 4yumruns 
面積 の 下 均 年 径 で 参考 の た め 附 記し た . > 
前 の 報告 で 1923 年 9 月 1 日 の 華東 地震 の を 900 村 に と つた が 河 朋 雪 授 か ら 。 これ 。 
は 700 料 に すべ き で ある と 第 注 意 が あつ た .'D その よう に 探る と 陸上 地震 の 公式 は 0 
e テ 087 モ 0.13, 8 一 (4.67 圭 0.19) x10-?, =1.5 上 0.2 km 2 
で 興 え られ る . これ ら を 賠 示 する と Fig. 10 に な る . 開 東 地震 に つい て は , 現在 の 所 敷 値 に は 3 
ーー の 200 の ミー 
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人 寺 天 時 敬三 区 に よる 
・ 未 公 刊 . 震 研 佐藤 泰夫 須 教 授 の 御 厚 意 に より , 際 の ー 大 
、 誠人 須玉 の 中 吉 くに ある の は 郊 っ てい. 
、 9. 愉 山 元 三郎 , 少 敷 例 の 練 め 方 と 息 験 計 書 の 立て 方, 第 2 上 (時 p.。 63 ' 
_ 10. 維 軸 に 震度 , 横 軸 に 震央 距離 を と つ を . いわ ゆる “震度 曲線 を 作 と 大 そい の 他 億 で は 生生 
線 が 直 和 線 か それ に 近い 下向き に 西 の 曲線 に な る と と が 知ら れ て いる . 開 東 地震 に つい て は 震 彦 = 
8 た も 以上 の 曲線 が 描か れん て いる が , と れ を 外 挿 する と , 震度 1 に 3% い て 距離 は 900 導 以 上 に な 
、 り , ふし と れ を 700 料 に する と 曲線 が 低 震 鹿 に 翌 し て 上 向き に 凸 に な る . (例え ば “The Fukui 
2 of June 28, 1948? p.。 9, Fig. 5 参照 ),。 それ で 一 腐 900 料 と 探 つ っ て みた の で あ 医 : 
。 休 水上 博 二 符 は 850 に ふつ て られる. 水上 武 。 内 堀 貞 序 ーー 特に 
0 地 因 研 究 所 抽 報 24 競 (1946) 19-30 
山 氏 の 棄却 棒 彫 の 一 次 光 の 場合 に 党 る も の で Thompson 氏 の 意味 の も の で は な い 。 を KO 


概 二 本 中型 高 感度 重力 計 に つい て 


京都 大 吾 更 部 地球 物理 人 単 孝 室 一 有 戸 時 雄 
( 映 和 25 年 11 月 29 日 受理 ) 


Highly Sensitive Double Biflar Gravinneter 


Tokio ICHINOHE 
Geophysical Institute, Kyoto University 


By modifying the usual bifilar gravimeter, we have constructed a highly sensitive gravi- 
meter named as “ Double Biflar Gravimeter”. Its sensitiVity reached 101Vg/mm under 
tusual conditions of the instrument, and the gravity Variations by the earth tides were 


able to be clearly observed. 

1. 緒言 重力 の 地域 的 絡 化 の 研究 が 割合 進ん で いる の に 詩 し て , 時 間 的 婦 化 の 研究 は 丈 
ど 行わ れ て いな い 炊 態 で ある . 時 間 的 導 化 は 永年 北 化 と 天 崩 の 引 カ に よる 週 期 的 嬢 化 と に 分 
けら れる が , 静 的 な 方 法 で 永年 幾 化 を 測る こと は 結局 重力 計 を 構成 する 素材 の 問題 に な る の 
で , その 問題 に つい て は 匠 らく 描き , こ ゝ で は 週 期 的 比 を 測定 する 事 力 計 に つい て 考察 す 
と 

天 骸 の 引 カ に よる 週 期 的 な 姓 化 の 綿 量 は 2x10-77 程度 と 考え られ る か ら , これ を 解析 し 
て 各 分 潮 居 の 値 を 精密 に 算出 する 居 に は 重力 計 の 感度 を 107 の 程度 に 高め , 然 も その 幾 化 
を 連 貫 記 銚 する こと が 敬 ま し い - 

この 目的 で Schweydar り は Schmidt の の 原理 に よ つ て Biflar gravimeter を 製作 し 


月 の 引力 に よる 重力 化 を 観測 し た が , その 感度 は 光 昧 の 動き 1mm に 装 し て 0.84x10-?2 
で ある か ら , これ を も つて 一 桁 下 の 月 の 年 日 潮 3.32x10-!79 まで 出す の は 不正 確 を ま ぬ が 
れ な い . その 後 Tomaschek う は や は り 同 じ 原 理 の 重力 計 に 工作 上 種々 路 良 を 加え て 重 放 嫌 
化 の 連 繧 記録 を うる こと に 成功 し て いる . 然るに 等 者 の 試み た 所 に よれ ば , Tomaschek と 
同形 同 大 の 構造 の も の に よ つ て も Tomaschek の 感度 を 出す こと は 出来 な か つた の で , 芋 
者 は その 感度 の 上 ら ぬ 所 以 を 追求 し , この 型 を 相 分 改造 し て 容易 に 感度 を 上 げ る こと が 出來 
た . その 改造 の 要約 は 皮 に 散 奏し て いる が , ? 本 誌上 で は それ を 机 々 詳細 に 村 べ よう と する も 
の で ある ・. 

2. Modified Biflar Gravimeter 才 画 む 析 の た め EN の BitsGre2A0 
を 賠 解 式 に 描い た も の で ある が , 圏 の 如き 位置 で その 時 の 重力 と 釣 合 つ て いた と すれ ば , 多 
合 の 條 儲 は 多 の 5 式 で 表わさ れる . 
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電位 長 の 伸 に に 半 す る 應 力 及び 卓 位 角 の 振れ に 肘 す る モー ヌメ 3 
ント , その 他 の 待 久 は 園 に 示し た 通り で ある . いま WE カ P 竹 | 
小 比 99 に 翌 し て の が の e だ け 北 つた と すれ ば , 上 の 條 
作 式 より 了 度 は 次 の 如く 来 め ら れる 。 
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に 最初 の 釣 合 の 汰 態 に て w に 更に 微小 な る 角 遂 位 e. を 興 え て 放す と g を 中 心 に 麺 玉 
_ ge 
UK が 近似 的 に は 。 角 拉 に 翌 す る 役 宛 能 累 は 称 人 第 2 に より 
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_ 第 1 項 は 零 に 等 し いか ら 殺 の 慣性 能 座 を 7 と すれ ば 経 局 運動 方 程 式 は 


ー @ の g の の COS の 
* 人 の - ソ キオ ? 9 : 
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ー 有 戸 時 護 11 51) 
が 得 ら れる . ' 
g 
第 (② 式 に 於 て は 成 度 ラー は の? と ゃ の 了 男 数 で ある が 。 いま gs 6, 2=3, 廊 三 130, 
お = の 
げ =1000, =980, 7=50, の = ⑦) = 4 の, の) 計 7 な る 敷 値 を 興 を て の と に と 


の 開 係 を 表 は し た も の が 第 2 圏 の 邊 線 で ある . 但し 縦 軸 に は 


の 
その ま ゝ の 値 の 代り に 交 行 距離 5m の 記録 紙上 光 軒 の 


位 1 mm に 相 営 する こ の 10 を 底 と する 刷 敷 を 取 つ て 
2 


5 」 
園 に 見 る 通り の の ある 値 に 肝 し て 一 は 無限 大 に な る 


92 
が , こ ゝ は 負 の 無限 大 か ら 正 の 無限 大 に 不運 績 的 に 細 る 所 講 


labil な 釣 合 の 所 で あり , 四 際 に は その すぐ 近く は 使用 出来 
な いか ら 安 定 し て 使え る の は 不 連 績 四 か ら 離 れ た 所 , 従 つて 
感度 の 魚 り 良く な い 所 で ある . そこ で 第 (2) 式 に 戻 つ て みる 

ーー を 大 に する に は 右 用 の 分 母 を 小 に すれ ば よい の で あ 
る が , の を 小 に する と と に よ つ て 第 2 項 は 磯 ら で も 小さき 〈 出 
_ 失 る か ら 結 局 問 題 は 第 1 項 の % げ を 小 に する こと に 又 着 する . 
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沈 づ 7 即 吊 続 の 長き を 小 ! に すろ 人 釘 よ 園 ま り 容易 に 想像 き 


9 ん 
通り 第 1) 式 中 の コー 4 


ング と 銀 と の 間 を 7 に 耐え る f 


を の , 昔 位 角 の 振れ に 装 す る 
の 條 件 式 は 炊 の 如く な る 


も 772 


の string の 弱い 撰 れ モー メン ジ 


が 天 佐 な り 従 つ で 還 2 を 小 に 
する ・. 区 に 20 の の 0 ンド に 
騰 い スプ リン グ を 使用 すれ ば よい の で ある が , その 久 に は 鍵 
の 質量 仰 分子 の 47 も 小 に せ ね ば な ら ぬ の で これ も 在 英 で あ 
る . 従 つて 相 営 大 きい 47 を か けら れ て 面 も 振 モ ー メ ント 天 
が 非常 に 小さ いよ うな スプ リン グ が あつ た ら よ ゆめ 謎 で ある . 
に 筆者 は 第 3 園 の よう な 工夫 を 治ら し た . 印 ち スプ リ 
程度 の 細い String で 毅 い で こ 
ト を 利用 する の で ある . 以後 
この 型 の 重力 計 を Modifed BifBlar Gravimeter と 呼ぶ こ 
と に する . いま 導 の 如き 釣 合 の 位 加 に 於 て string の 振れ 角 


モー メン ト を て と すれ ば 釣 合 
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。 また これ の 下 拓 動 に 到 し て は 彼 元 能 案 セ は 近 侯 前 に 
- 兵 失 二 Eai 
CS 9o 

、 となり 通 誠 ア と プー と の 配 係 は ⑬ と 全 同じ 形 に 出 て 來 る . 次 際 に += 1 得 朗 に 
と る こと は 極め て 容易 で ある か ら 従 来 の も の に 較べ て 感度 は 簡 
旧 に 100 倍 は 上 げ びら れる . 
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BOT 2= テ (ーー 49, G の 3 50 その他 の 党 
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MVHOIEGCREEBDR 
と の 股 係 を 第 2 略 の 破線 で 吉 は し て ある . 

た ゞ ーー つこ ゝ で 問題 に な る の は 新 様 に string に 振れ を 興 え 
て その モー メン ト に 類 つ て いる と 潤 度 半 化 の 影響 及 creep が 
非常 に 大 きく きい て くる こと で ある . それ で これ ら が 少く て 布 
5 い 扱 れ セ ー メ ント を 得る た め に 大 に これ を 止め て 更に 第 
4 略 の 如き 方 法 を 考え た ・ 

3。 Double Biflar GravVinneter. 第 4 園 に 於 て は string の 
振 紅 性 を 用 いる 代り に , 2 本草 の 性 質 と し て 幾何 抽 前 ーー こ 
の 語 は 適 営 で な いか も 知れ な い が ー- 生 ずる 環 較 モー メン ト を 
利用 する の で ある . 以後 この 型 を 表題 に 掲げ た 如く Double 
Bifnlar Gravinneter と 呼ぶ こと に す る Double Biflar Gravi 
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と ヽ に 4 及 77 は 夫 え 外 及 内 側 の 吊 計 に か ゝ る 張力 , 9 は 夫 ら の 比 で ある . 上 の 区 で は 
5 の 剛性 に よる 据 れ モー メン ト の 項 を 無 覗 し て いる が , それ は 剤 に 径 30 4 ヵ の jnvar 線 を 
4 いる と き , 線 の 所 れ に よる モー メン ト は 沸 何 了 的 な 短 縛 モー メン ト の 値 に 対し て で せいぜい 2 
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14 (54) 複 二 本 出 型 高 感度 重力 計 に つい て 
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が 得 ち ら れる. こ ゝ で 正 符 半 は 0< の 9 ごう な る 時 , 負 符 瞬 は - う - ぐ の < な る 時 で ある 。 共に 


の 
振動 週 期 ア と の と の 開 係 を 求め ん に , 復元 能 座 ア は 近似 的 に 
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條 件 式 を た 用 いて これ か ら の を 治夫 し, (7) 式 と 組合 せる と や は り 前 と 同じ 形 と な り 


9e | の sin の o 
| @2 に 4 27727" 。 と 


が 得 ら れる , 


1 7/ は 
この 場合 に も と は 9g 肥 の の 函数 で ある が , (7) 式 に e=6, 6=3, カニ 130, ヵ ニ 10, 
二 
ー9 So 
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9 の 


e=e=0.1, /=1000, =980, =50.9=⑦ 


150 と も いて e と プ 。 と の 開 係 を 計算 に よっ 
て 求め た の が 第 5 園 で も ある. 人 線 は 正 符 腸 , 破線 は 負 
符 久 に 引 す る も の で あり , 序 に 鎖線 を も つて =2 な 
る 時 の アア と の 開 係 を 示し て お いた . 

4. Calibration. 筆者 は スプ リン グ に 午 0.5 mm の 
elinvar, 吊 に 衝 30 の Super-inVar を 用 い , 諸 
常 艇 が 略 え 上 述 の 値 に な る よう に Gravimeter を 設計 
し , その 感度 を 測 つ て みた . 測定 に は Schweydar の 
如く 舞 に 小さ い 質 量 を 附 加 す る 方 法 を 探っ た. 附 加 し 
た 泊 量 は 2.25mg で , 従 つ て 高 感度 の 状態 で は 光 臣 
の 移動 が 鱗 り に も 大 き 巴 ぎる の で 感度 を 出來 る だ け 落 
トー ロー レプ ウィ イ 人 に GO 


お 0 で や "も の ラン うす: ー ーー 導 


= ジ N W 15 (55) 


第 3) 式 に よれ ば , @. ら 27 は 構造 上 の 常 敷 で ある か ら , いま ゅ を 一 定 に 保つ て の 


る g 
み を 失 え て 行く と ア と と の 開 係 は parabola で 表 は され る 般 で ある 第 6 園 は 之 を 
示し た も の で 4 個 の 軒 は 定 測 の 値 で も ある. 次 に ア を 一 定 に 保 


の の 
て ゅ の み を 縺 え れ ば ゅ e と 7 と の 開 係 は sine-curve に 


な る 答 で あつ て , 第 7 彫 は これ を 示し , 3 つの 四 が 測 の 値 
で ある . curve と 買 測 値 と の 多少 の 偏差 は ア 及 o を 測定 
する 時 の 邊 双 誤 差 の 程度 で あり , (3) 式 の 開 係 は 現 費 に 保持 
され て いる と し て 差 支 な いで あろ う . 従 つて 今後 我々 は この 
2 つの curve に よ つ て 凡 ゆ る we 及 に 装 す る 賀 際 の 感度 
を 知り 得る の で ある . 賃 測 に 際 し て の 値 を 入れ る と 1mm の 
光 申 の 移動 に 循 す る 感度 は 火 表 の 通り で ある ・ 


Table 1. 
= Se 
の optical distance period | sensibility 
120" 5 m | 25sec 178X10*g/mm 
/ / 50 4 
/ / | 。 100 本 3 
/ / | 150 4.93 
/ / ピン 200 2.78 


この 値 は 貨 際 に calibration を 行 つ た 値 か ら 道 出し た も 


9 39 eo 939 729 7/59 780 。 の で あつ て , 第 5 園 の 計算 に 用 いた 常 艇 の 値 と 邊 際 の 問 械 
7 な ヶ .7 の それ と が 必ず し も ゃ 一 致し て いな い 以 上 , 第 5 園 に 示し た 


結果 と 上 表 の 値 と が 多少 異 つ て いる の は 営 然 で ある. 

この 問 械 に よる 観測 の 一 例 と し て , 本 年 9 月 の 新 月 に 際 し 京 大 阿武 山地 震 製 測 所 に 於 て 記 
多 し た 宣 力 遂 化 の 條 日 潮 は 全 振舞 が 記録 の 上 で 8 mm に 出 て いる . その 時 の 器械 の 誠 態 は 
ゅ = テ 130*, 光 移 距離 =166cm, =115sec で あつ た か ら 感 度 は 2.84x10-? の mm, 竹 つ て 重 
力 縁 化 は 2.84x10-?2x8=22.7x10-%2 で ある . 但し これ に は 気象 締 化 の 影響 $ 多少 含ま れ 
7St あ ろう に と を を 附 言 し て あく ・ 

5. 結語 。 以 上 涼 さ た こと を 要約 すれ ば , 従来 の Biflar Gravimeter で は スプ リン グ の 
振れ モー メン ト が 大 きく て 感度 を 欠 り 上 げ ら れ な い の で , 小さ い モ ー メ ント を 得る た め に ス 
プリ ング と 鍵 と の 間 を 切れ な い 程 度 の 細い 2 本 の string で 疫 い だ Gravimeter を 試作 し て 


calibration を 行 つ た 結果 , 大 角 所 期 の 良 結果 が 得 ら れ た と いう こと で ある . 何人 益 械 は 未だ 


完全 で は な く , 汐 度 好 化 が 相 営 き 、, dampsr も 附 し て いな い の で 150 sec. 200 sec. 程度 
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地球 中 間 礎 の 不 連 性 に つい て 


京都 克 地 球 物理 相武 照 雄 
( 咽 和 25 年 11. 月 29 日 受 理 ) 


On the Diseontinuities of the Earth Manitle 
Teruo NISHITAKE 
Geophysical Institute, Kyoto Univeosity 


According to the quantum theory of solid, the ratio of bulk modulus of a crystal to its 
Tigidity isS approximately proportional to density. By computing the ratio from the ob- 
SerVed velocity values in the earth's mantle, several discontinuities can be found. 

If the density does not decrease in the mantle according to depth, the decrease of the 
ratio cannot be explained without assuming some change in composition or succesive oc- 
currences of polymorphic transitions. The ratio decreasses from 500 km to 800km in 
deph. It seems reasonable to assume that the layer from 500 km to 800 km is a transi- 
tional one from the vieWpoint of crystal theory. No other discontinuous decrease cf the 
ratio can be seen except this 1ayer. here are two discontinuities at 1,000 kn and 1,800 
km. It seems probable that the mantle has one transitional layer and two transitional 
points and so five layers in all. These layers are 

a ) 33 km- 500 km 
b) 500 km- 800 km 
c) 6800 km-1000 km 
d) 1000 km-1800 km 
e) 1800 km-2800 km 


箸 言 地球 内 部 の 地震 波 速度 分 布 を 見 て も 分 る 如く , 内 部 は 各種 の 慎 に 別れ て いて , その 展 
を 境 に 何等 か の 曽 化 が 存在 し て いる こと は 租 像 され る . 然し 生 ら 之 が 果して , 物性 の 化 を 
意味 する か どう か は まだ 完全 に 吟味 され て いな い 様 で も る . こ ゝ で は 地震 流速 度 分 布 の 韻 測 
値 を 基 と し て 物性 論 的 立場 か ら 不 連 貫 性 を 調べ て みる と と に する . 

$S1. 地震 疲 速 度 分 布 は 観測 に より 興 え られ る が , 之 か ら 弾 性 常 敷 は 度 に 開 す る 優 定 な < 
し て は 得 ら れ な い . 然し 2 つの 弾性 係数 の 比 は 客 度 に 開 す る 優 定 な し で 次 に 示さ れる ご と く 
人 測 値 よ り 直 ち に 得 ら れる . 

今 地震 濾 の 終 波 横 波 の 速度 を の %。 有 と すれ ば 


SN だ 3 
(9 res 


とこ ゝ で の , ん / は 絢 度 ・ 角 積 弾性 卒 ・ 剛 性 率 を 示す . 
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、 4 っ て 4 の MorezRo 有 了 敷 と し て 求め られる. 一 般 に 4 及び の 値 を 理 座 的 に 決定 
た 2 と は 極め て 困難 で ある が , 次 に 簡 間 な 侵 定 の 下 に 之 を 求め よう ・ 

1) 地下 2900 料 ま で は すべ て 結晶 格子 配列 を な す . 

。 2) 6。 た に 半 す る 温度 の 影響 は 今 は 考 を ん な いと と に する . 

J 人 問 間 を 具 易く する た め に 昌子 格 子 を 候補 する . ーー 友子 格子 に も 容易 に 投 天 き 
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、 簡単 の 居 立 方 格子 を 考 を る と 各 原 子 の 座標 は うこ 

1 「 アー7 の 」 十 7205 の 。 十 73 1 ! - 5 

。 7p 75 7s は 区 散 久 は 年 骨 で , o。 gr gs は 旦 位 細胞 を 形成 する ベク トル で ある 。 

ー| ヶ | ニ ザ ソ %2 上 2 十 。2 ' まこ 

之 が の だ け 釜 を うけ た と する と 

RS っ 5 
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上 式 を 用 いて の 7 と ー を 求め (3③) に 代入 する と こ に = 

NE 2 の 

タニ = ゥ jr 。 十 6 "な 


下 で 6 の は 格子 構造 に よる 常 表 で も ある. 


き 0 す < で の Be に 装 し て に 


an 近接 原子 間 耳 の み に 装 し て 


3 9 三 の ー ド : G。 4 は 党 数 W ーー 


ーー M s ご アン 
は デン シン 


_ii) =ee の io」 の 。 は 常 散 と E 9 MD 
0 KTNRTWo 人 と に ある と し て 成立 し て いる 。 


、 優 定 し た も の で ある . 


を . 町 も 地下 滴 い 所 で は 結構 文 は 成分 に < 身 化 が な いと すれ ば 


1 g の の の 
売る /ー 2 


了 き ee) 
4 は 志 族 に 比 し た 量 と な る 。 
電 - 地 F 深 の 所 で は ポテ ン シ ャ ル の 形 /8 9 の と き に は 
を 6 lk ゴー ムーprーi を ち は 淀 数 . 従 つて この 場合 に 
間 ccp 
iiD の 場合 な を 正 際 に 解く こと は 極め て 面 何で ある が , 人 単 に の は 最近 反 原 子 聞 に の み 
、 作用 する 近接 力 と し て 取扱 うと 。 


か 
NT 


玉 3 すそ 1N/1\2_e 

3 4=c() 6 が -g( 王 )( 王 Zo 

和議 7 ん 260) の oN 70 > 
- 王 記 2 = 

選 ゅ = っ ) ze の o ー の ヶ が の o ネス 

- 潤 NO 

本 . @ . の 。 の の 7 

半 PLI0O 6 
還 207 0 

: 胃 


の スチ し 4 結 
2 6 7o" (nr( 6 @ 上 


、 面 立 方 格子 の と き は 


eedfeD の 0 「 


Oi SN 


20 (60) 


名 心 立方 格子 の と き は 


4//zccp 
即ち いづ れ の 場合 に も p の 増加 克 敷 で ある . 
$4. 以上 の 理論 と 額 測 値 を 比較 し て みる ・ 和 測 値 の 曲線 4/(Fig. T) は 多く の 不 連 綾 藍 が 
み ら れ る . この 速度 分 布 は Jeffreys り か ら 探 つ 
た の で ある が , 500 将 1800 に 至る 谷 が 存在 
する . 前 章 の 示す ご と < の gz は 密 慶 と 共に 増加 
する か ら , この 符 は 何等 か の 結晶 構造 又は 。 元 
素 の 紛 化 に 起因 する と 考え ざる を 答 な い . 減少 
する 帖 は 
2o A) 500 克 -800 料 
B) 2600 料 ~2800 克 
まで の 二 筒 所 で ある が , A で は 300 寿 まで の 


で 


" 聞 減 少 を 績 け て いる . 之 は 500 料 の 四 で 移 激 な 
| 閥 化 が あつ て , この 汰 態 が 800 詩 まで 貫い て い 
』 る の で は な く て で, 滞 進 的 な 尊 化 を 意味 する . 基 


し 物質 が 500 こ 800 ま で の 聞 つて いな いと 

0 7ooo 2 36oo 4 は 人 多 形 轄 移 (polymorphic tran- 
て ト の 連 貫 的 に 起 つ て いる 物質 に よ つ て 占 

め ら れ て いね ば な ら な い . 勿論 この 連 貫 と は 地震 波 の 波長 の 尺度 と 観測 の 精 味 に も ょ る が , 


AU た 2 


。 が > る 物質 は 10 高 和 麻 の 座 の 奨 化 の 間 で 少く と も 敷 回 多 形 博 移 を し て いる こと に な る ぁ 。 従 
療 つて この 聞 で は 構成 元素 に も 多少 遂 化 が ある こと の 方 が 確か らし いよ ょ うに も 思 は れる 。 が こ 
寺 シ > で 結論 する た め に は 人 測 値 が あま り に も 不正 確 で ある 、 - 

- 潜 計 縛 入 に B) で ある が , み は 観 測 の 誤差 内 に ある 減少 か 温度 に よる も の か も 知れ な い 良 不正 確 を 


梨 れ な い の で 結論 を 避け る . 
の Rs 区 に 加 部 分 を 考え る と , この 夫 加 は 4 つの 層 に 分 け て 考え られ る 。 
(1) 33 将 ~ 500 省 
(2) 800 首 ~1000 
(3 ) 1000 狂 1800 料 
(4) 1800 導 て 2600 
ー で 生 村 ある こと は Q) と ⑨, ② ょ (④ の 下行 陸 で ある. 若 し 才 像 が 主 ミ れる と きき 
と (① の 物性 の 負 化 は 同友 因 ( 切 を ば 林 力 ) に より , (② と (④ は 季 の 原 
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地下 放射 能 の 測定 (1 電 ) 
真 農 末 郎 . 


(昭和 25 年 11 月 29 日 愛理) 


Neasurements of Underground Radioactivity ( first report). 


上 
Taro SADAHIRO 


L 1 きゃ 


9 FRadioactivities were measured by a G.M. Counter at various depths in the JIkuno Copper 


。 Mine. Local anomalies and prevalences of penetrating 7-rays were studied. 
較 / ュ 従 來 宇宙 線 の 吸 邊 石油 井戸 内 の 7 線 将 度 の 測定 。 或 は 最近 で は 放 身 能 探 寺 の 方 面 で 
。 。 二 地 又は 地下 の 放 科 能 の 測定 が 行わ ん て いる 。 革 者 は 地 寄 活 動 戒 は 一 般 に 地 吉 動 に と も か 
隊 っ て 果して 地殻 の 放射 能 に 局所 的 に 消長 が ある か どう か と 言う 問題 を 探り あげ , その 観測 
間 間 SS 地下 の 放射 線 の 絹 度 の 見 営 を つ 
隊 今 同 は 兵庫 淫 の 生野 鏡山 の 玩 内 で 計数 管 に に よる 測定 を 試み た の で 。 その 純 果 に つ . 
- き 報告 する 。 『 

本 。 2. 測定 装 は 科學 研究 所 の 猪 本 正文 氏 の 製作 に よる も の で , 7 線 用 の G-M 計数 鶴 で を の 
。 本 千 は 第 1 園 の 如く で ある . 計数 和 の 直径 は 18 mm 長 さ は 106 mm 壁 は 0.8mm の 厚 き 
1 で 工 で 出来 て いる ・ 中 心 線 は 0.1mm 直 衝 の タン グ ス テ ン 線 で , 内 部 の ガス は アル ゴン 12 
mmHg。 エチ ル テ ナル ュー ル 3 mmHg で , 絶 桶 購 と し て 富士 化成 の ペ ニ ィ グラ テス が 使 つ て あ 
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に コ た 6 1 N 
"- 生野 鏡山 は 兵庫 半 朝 玉 衝 生野 町 に あり , その 鐵 下 は 大 懇 石 英 粗 耐 衝 。 支 直 填 。 太 む 
れ ら の 滅 克 骨 より な り , 主として 資 銀 鏡 を 産 軸 し て い ぁ 。。 。 


は 
1 


、 度 は 較 中 の 数 字 の 如き 開 係 に あり 。 最深 OH は 7 


Sa 


NH ルー OS 


ト 


TP プリ こい 
' 


》 


人 


旬 の 二 困 に 夫 え 同一 地 皿 を 繰り 返 反し 測定 し た も の で 
各地 騰 に いて は 夫々 次 ぎの 三 通 り の 測定 を 各 生 20 
分 に 長 つ て 計 迷 し , その 測定 の 前 後 は ビッ チ プ レン ド 


_ そつ て , 上 下 左 右 の 岩 面 より 約 1m の 距離 に 置い た . 


ま 


PO 


m の 深度 を 有 す ・. 測 定 は 各 箇 所 と も 本 年 8 月 上 旬 と 下 


Ow (0w 50w 


に よ つ て 稀 械 の 感度 を 検定 し て いる . 
三種 の 測定 と は , 第 3 圏 の 如く で , 計 般 管 を 玩 道 に 


第 1 種 と は 計数 管 を 5cm 角 。 12 cm 長 , 1.5 mm 
厚 の 眞 鈴 角 筒 の 中 央 に 置い て あり , 7 と 記載 する . 
第 2 種 の 場合 は の 周 園 を 5cm 角 10 cm 長 の 


HH 770m 
Positions and Depths of the Observ- お 
鈴 ブ ロッ ク で 一 重 園 ん で し まつ た 場合 で 太 と 記す . ed Foints. 9 
F - 幼 つ で " 第 8 種 の 場 場合 は ア 」【 に 更に 胃 で - 拉 ん で 寺 ea y 
SN E 局 10 cm の 叶 団 を 幽 ん で あり 7。 と 記す 。 
・ 以上 の 要領 で 測定 し た 結果 を 1 分間 の 下 寺 数 に 直 。 
Leeg BLock 叶 y 叶 
Table. 1 ) 
深度 m が 4 ん 。 < 
A 0 87 23 の 
BB 10 46 21 I 
(@ 50 40 18 0) 
D 210 3() ]1 こ 6 。 
E 由 320 26 12 ー… 
Tig 3 210 | 60・」 380 17 
Shielding of the Counter by the HH 790 62 15 8。 
Lead Blocks. ) 


し て 表 に する と 第 1 表 の よう に な る ・ 此 等 の 結果 を を 説明 する 前 に , 使用 し た 計 敷 管 , 測定 器 
の 性 能 , 計 敷 窒 に 入る 放射 線 の 搭 動 の 問題 , 或 は 周 園 物質 の 影響 の 度合 等 に つき 資 版 室 に て 
詳し く 調べ た 結果 を 以下 に 記載 する ・ “ 

4. 京 大 地球 物理 移 数 室 の 宴 験 室内 と その 戸外 と に 於 いて 種々 試 陣 し た 所 

a. 搭 動 に つい て は 2 時間 毎 6 向 に 於 ける 30 分 間 位 の 下 均 を と れ ば , 搭 動 は 約 8 2 で , 


生野 に 於 け る 前 後 2 同 の 測定 を 比較 し て も , その 間 10 日 を 隅 て て 挫 動 は 7 2 程度 と な つて 


いる 事 と 遇 一 致し て いる の で , 測定 の 精度 は 大 騰 滞 足す べき も の で ある 
b. 太 史 造 二 剛 建 の 一 階 定 険 党 の 木 机 の 上 に 計 敷 管 を 置い て 周 園 か ら の 7 線 の 吸 和 政 さ れ 方 


。 。 を 調べ た 結果 , 笑 の 物 購 に つい て 十 分 間 の 弧 計 を 1 分 聞 の 計 敷 に な ほし た 値 と し て 第 2 表 


各種 物 幅 に よる 放射 線 の 吸 政 度 の も の を 使用 2 人 上 は 放 2 
厚み | 避 両方 向 )| 吸 履 度 cm 高き 12cm 厚 12 mm の 底 つ き 
> 人 鍛 委 板 | 1.5mm 4( 上 下 寺 辻 ) 6 ' 5236 大 面 は 5 面 で ある 


-- 鑑 鐵 容 12 『 後 左右 下 8 て か 
芝 : 時 側 谷 准 の 1( ト ) 負 の 場合 は 5cm の 時 も 10cm の 時 
人 夫 の も 納 果 は 同じ で あつ た ・ 丈 ぎ に 0 
、 問 毎 の 数 を 7 の 方 式 で 目測 し た 結果 を 1 分 問 の も の に な ほす と で 人 
2 7 Oo 
A を 得 た 。 戸外 に 於 いて 建物 基 の 他 の 影響 の 全く な いと 考え られ る 場所 で 同様 計測 し た 結果 は 4 
9 どー=31 万 =14 ア 。=14 2 
5. 生野 鏡山 赤 内 の 測定 結果 を 連 貼 室内 に て の 譜 測 定 を 参照 し て 考え る と 


和 <(1) 1937 年 の ウィ ルツ ン に よる ミシガン 洲 の モ ホ ー ク の 銅山 で 深き 1100 m 以上 まで の 
導 の 測定 を 久 則 する と 生野 に 基 い て D 以 下 に は 共々 の 油 定 に 虹 が 和え られ る 程 の 
、 二 線 は や つて 來 な いと 思 は れる . そこ で D 以 下 の み を 先ず 調べ る と , その 中 で 特に G に 大 け 
る 測定 が 極め て 特異 で , 他 の 場所 の 2 倍 以 上 に な つて いろ. 

SNS 紫 の G に 訳 いて は 測定 商 所 を 10m 位 前 後に に 移動 きせ で も その 値 は 凌 化 し な か っ た 
そこ で 測 略 の 各々 の 近 拓 に あつ た 岩石 採取 し た も の を 移 択 に し て 。 14 mm の 直径 67 mm 。 
、 長 の 古 子 管 に 一 本 つめ て , 7 線 計 敷 管 を 使用 し て , 7 線 の 計 敷 を 比較 し た 所 を の 各 ネ の 間 た 人 
、 。 題 壮 な 将 化 は は 認め 得 ら れ な か つた . そこ で 9 月 2 日 に 京 大理 部 物理 多 研 究 崇 の 清水 馬 表 。 
、 投 に 御 天 ひ し て 線 計 芽 を 調べ て 装 いた 、 その カウ ンタ ー は 物理 研究 宣 の 製作 に な る 一 
も の で 。 哉 料 は 直径 25 mm 高き 20 mm の 際 子 四 に 入れ て 。 そ れ を マイ カウ ィ インド ー の 下 。 
あ 5imm 位 の と と ろ に 介 く 。 マイ ヌカ は 厚み 3 mg7cm: Table. 3 和 


 ( 約 10 ) が 使用 し て あつ た . それ に よる と GE た 座 け 。。。 | 5mm | lmm 
- る も の は 他 に くら べべ て , 極 め て 大 きい こと と が 抽 明 し た . ん 223 (10 min ) 22.3 
D 233 (10 min) 283 あ 3 
第 8 表 は その 結果 で ある . 基 の 型 日 又は で の も の に に 研究 117 23.4 5 
2 、 G 171 34.2 3 
0 載 す る . SSC EC 還 |55- の 
9 の の 下 均 を 取る と ' 自然 表 22.6 
で の @* 175 35.0 
2 A (8) 全部 が 周 園 の 岩石 の 直接 或 は 穴 祭 を 通じ て の ORCH の 5 25.0 
っ E 6 
3 影響 と 考え られ る 値 NE 25:8 < と 
91 っ ae12008200 DS 


を 得 た . 此 を 和 妥 室 で の 測定 の が =41 也 ニ 25- アニ 25。。 


で な っ 


KR: 導 - 25 (65) 


WW、 


と MM する と 先ず 和 無 の つく こと は , 7 線 引 度 に 大 き な 違 ひ が あ る こと で ある . 包 ち 移 雪 。 
、 に 於 いて は , Ke の 値 が 同じ く , 大 部 分 の 7 線 は 鉛 プ ロッ ク 5cm まで に 吸収 せら れ 
て , 少く と も 5cmm の も の を 通 半 し た も の は 10 cm の も の を も 通 包 出来 る よう な も の ( ー 
。 二 線 等 ) の み で ある が , 玩 内 に 於 いて は , 10 cm の 負 ブ ロッ ク を 通過 する も の () が ある 
hm と し て も 。 10 cm の 負 プ ロッ ク は 通 過 出来 な い . が , 5cm の 負 プ ロッ ク は 通過 出来 る 娠 の 
“ 7 線 の 多く の 存在 が 判明 する 。 区 ぎ に 。 ん ー7 で ある が 。 勿論 G に 挫け る の 仙 深 を 認め 
る か ら 10 cm の 鉛 ブ ロッ ク を 通 仙 する 7 線 が ある こと は 店 め ら れる が 。 か くも 多く を の 様 

な も の が ある と は 考え られ な い . それ に つい て は ,。 問 及 び 鈴 の 放射 能 物質 に よる 渦 染 。 湯 。 
電 に よる も の , 或 ひ は 室 箇 中 の Rn に よる も の 等 が 考え を られ る が , Rn は 極小 量 し か 存在 せ 
ず 。 漏電 の 場合 は 議 別 可能 で , その 様 な も の は 存在 し な か つた . そこ で , 主 に な る 汚染 の 場 
合 は 分 離 が 不可 能 と な る の で その 量 は 不明 で ある . 最近 地下 1 km 以上 の 深度 で 中 間 子 の 
ー ス ト を 観測 し て いる と 言う 報告 を 聞く の で , 硬 成 分 の 宇宙 線 が 相 営 深 所 に も や つて くる の 計 
で は な いか と も 考え られ , そう で あれ ば 上 の 結果 の 解 箇 も 違 つ て くる . 此 の 舌 に 関 し て は 末 
蔽 の 鉛 を 更に 増加 し て 20cm 以上 に し た り 其 の 他 種 々 の 試み を や つて 見 た いと 思 つ て いる . 

_ Rn の 量 に 開 し て , 餅 験 室 で カ , の 状態 て 排 幼 し て 測定 し た 結果 は 1 気 麻 か ら 40 mmHg ま 
. で 下げ る と 一 分 間 の 計 敷 が 略 2 位 減少 する らし いこ と が 制 明 し た が , 此 の 値 も 器械 の 精度 , 
計 敷 の 拉 動 等 より 見 れ ば 欠 り 信用 が 出来 な いも の で ある ・ ( 
(4) D 以 淫 の ABC に つい て 見 る と , 一 見 宇宙 株 の 影響 が 出 て いる 様 に 見 える が 。 し か 。 

し , 機械 の 精度 計数 の 搭 動 等 に より 前 の 場合 同じく, 此 れ を その 影 状 と 吉 新 する こと は 。 詞 
出来 な い . 勿論 宇宙 線 の 影響 は ある 答 で ある が , 局所 異常 と 陳 つ て 紫 の ま ぃ で は 識別 困難 で ム 汗 


それ に つい て は 後 の 測定 に まつ 今 狼 の 唆 度 を あら わす ア /f。 ん を 求め て 。 第 4 表 に 
損 ぐ . A 以 外 は F は 可 成 異 つて も , 夫 等 は よく 揃 つ て いる . Table. 4 ・ 
6. 今回 の 測定 に よ つ て , 玩 内 の 同じ 岩 質 と 見 な され る 所 に 於 人 5 

いて も 放 笛 絹 度 の か な り の 局所 異常 が 存する 事 が 刊 り , 久 見 掛 Al ンー 
上 10cm 厚 の 負 を 浮 る 放射 緑 が 計 敷き れ た が 此 の 問題 に つ 0 2 
更に 詳し い 測定 を 行 ひ た いと 思 つ て いる . D 0.37 0.20 較 
総 り に 。 絶 を ず 御 者 導 を 下さ つた 京 大 地球 物 下 克 教 当 西 村 敵 … て エ | Oo 上 

博士 , 種々 御 助 詩 を 吾 い た 京 大 地質 學 教 室 初田 其 一 郎 博士 測定 G 0.50 | 0.28 3 半 
H 0.41 0.22 中 


に つき 御 助言 。 御 助 カ を 表 い た 物理 更 数 室 消 水 藻 士 , 測定 器  」 「 守 
0 誠 の 天地 。 一 昌 時 に 深 基 の 骨 間 を 来る : 
答 測 定 に 助力 ド き つた 台大 地球 物理 光 科 更生 の 藤原 俊明 ・ 加 共 人 ・ 開 岡 浦 ・ 利 月 彰 の 諸氏 , 
並び に 御 便 宮 を 戴 いた 生野 鏡 業 所 の 各位 に 厚く 御 理 を 逃 べ る ・ 


地球 度 の 間 な 測定 法 


ーー 一 * 


東大 地球 物理 輝 才 室 田 治 米 人 3 
(昭和 26 年 2 月 19 日 受理 ) 


AA Sinple Method for jmeasurinpg the voltage-sensitivity 


of an 2 上 Tranrsdlucer. 
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Kyoji RAULWMDB 語 請 胃 


88DDOOSC2h Instiute。 Tokyo Uniyersity 


の wwms to check these constants inmediately on the spot after the transducer iS used in 


_ the field. For this purpose, We have devised a Simmple method and made SeVeral eXDerimments. 
- Te results show that the voltage-sensitivity can be determined With an CrrOr of a few 


percent. 


- 謀 電磁 地震 計 及 び 電 磁 オ ッ シ ョ グラ フ の 運動 は 大 式 で 表 さ れる ・ 


の の  g の の 2 
を の 0 の = ーー テーg7 Wi 生 ee 


(25 


の * の の の と 
83 : ' (3) 


-①) は 動 線 輪 型 の 式 で ある が 親 税 東 型 も 全く 同じ で ある 。 伺い の 表 は 滞っ た も の を 
間 用 いる 事 が ぁ り , ひ に も う 1 つの 項 が 加わ る ・ 
攻 大 文字 は 地震 計 の 定 敷 を 表わし , 小 支 字 は オッ ショ グラ フ の 定数 を 表し て いる 。 
だ , ん : 「 
の .2 は 
び ,? : 
(75 の 
 . 


Moment of inertia 


Damping coefhcient by air 


Restitutive force 


Voltage-sensitivity multiplied by a 1ength of the arm 


・ IaSS 


い 0 1 A S 
 : Length between a gravitational center and a center of rotation of the arm 
(1 ) 式 は 欧 の 様 に に 書く 事 が 還 玉 る. 「 


2 馬 IS の 0 の 7 が 
こら ー の + 3 oN 共 
9 1 SE ) 寺 吉 2 DR 「 68 


但し 電流 計 振 重子 が 地震 計 に 及ぼ ばす 影 姓 は 設計 の 時 半 に 省略 貞夫 る 様 に し gres 


3 Resistance of the coil 


、 双 振動 子 の 自己 振動 半期 は 測定 すべ き 振動 に 比べ て 小さ いか ら 3) は 


箇 坪 補 RY > ー 


と の 場 人 振動 子 の 江 奏 が 弄 い と 振動 子 の 自 己 振 動 の 項 が 加わ る 。 の 
人 io CH に 商人 [を 人 さ bt で) 共 の 人 を 03 
き ご 0: OO 0 の 條 件 で 解 へ て 炊 式 を 得る ・ 


で の 2 ニ ー er Sin 7 た 内 (6 ) 
1 8 ー 
2 - IS っ ーー ニー 本 計 、 呈 .M 
M ] WIere 2s 12+ 3 基本 26: 
Pe 5 2 =7/ だ , 7= テ ザ 2 一 e2 
3 ] < の ( 汗 層 2。 9 2 内 
1 の ek po S1n 7 7 
然るに ます 7: ミ 3 の 
選 0 7 01 の 
* < 人 雪 に どー D は 合 2 ら 一 6 
し Se ニニ (の ( の ) 計 の 7 (4o SI の 
3 6 い 0 に ピン 記 ve 
4 * アー ーー 合 2 0 5 6 
識 SC に 9 7 刀 十 7 7 5 (2 ャ 


了 た い 基 に 最 科 に 地 需 計 の coiL に 林 位 を 奥 え る に 要 し た 電流 7。 を 知れ ば オッ ショ グラ ラフ の 提 

。。 。⑦ を 席 セ こと に より を 求め る 事 が 出来 る 。 衝 際 に は Fig, 1 の 如き 測定 法 に 従え ば よい 
但し 此 の 場合 は 振動 子 の 引 度 fc=47 を 次 め 知 5 
つて いな けれ ば な ら め 、。 「 
地震 ト の 減 奏 が 強い と @% を 正確 に 証 み 取る こ 
と が 困難 で ある か ら 押 抗 を 入れ て 4= ニ ex0.1 
位 よ ぶり も 小さ くし て を か ね ば な ら ぬ . こう すれ ば 
(⑦) 式 で 7 の 代り に % を 用 いる こと と が 出来 る ・ 
但し 』 を 入れ た 局 に 電流 計 振 動 子 の 小 奏 が 絆 く 
な る 場合 ( 横 河 D 型 振動 子 ) に は 適 賞 な shunt9 


を 入れ て や る 必要 が ある . [ 「 
7. 7 
以上 の 方 法 を 7 と する 。. 


炊 に Fig. 2 の 如き 方 法 1 に 依 れ ば 光 づ スキ ッ チ を 閉 お る 事 に 低 つ て 地震 計 の coil に 初 . 
人 NIC WW を FR に に 知 つ て し まう こと が 出来 る 。 次 に スキ ッ チ を 開 


28 (68) 志 地 震 計 の 電 正 感 鹿 簡 還 な 測定 法 。 


_。 け ば 1 と 同様 に し て (7) 式 か ら を 求め る こと 
、 が 軸 来 る . 但し fn が 尋 及 び 7 に 比べ て 著しく 
大 きい 時 は (の 式 の ア 7 の 代り に 全 を 入れ て 
- 油 


7 と ーー 


7 だ 
2 遇 6 
1 1 だ 


ま Bere 7。 and 7 ヶ 」 are enough 1arger than and ヶ . 

、 82. 殺 え ば TH の 方法 で 地震 計 の 自己 振動 を オッ ショ ゲラ フ で 撮影 する と , Fig. 3 の 如き 
、 記録 が 得 られ る 地震 計 の 洲 論 が 衣 い 時 は 山 と 山 を 結ん だ 曲線 は 殆 ん ど 直 線 に な る . 雪 に 
、 に 0 を 最初 の 山 か ら 274 部 の 時 誠に 取れ ば 。 gy を 前 単 に 求め る 事 が 還 夫 る Eig 3 に 


ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー 一 一 ー 王 


寺 お 5 の ニス キッチ を 閉 ち た 場合 電流 計 の 感度 は 零 線 か ら の づれ g。 を 讃 ん で 求め る 事 が 
結 。 出 洲 る. ・ 


菊 に エ 及 び TI の 方 法 で や つた 四 有 の 結果 を 表 に する と Table. 1 の 如く な つた . なほ 此 
の 置 験 は 2 日 間 に 3 人 で や つた の で ある が , 表 に 示し た 如く , o。 及び e。′ に 就 い て 個人 的 の 
訓 差 は 認め られ な か つた . 

Table. 1 を 見 る と ヶ 。 を 半 え る と , ぐ の 値 が 可 な り ば ら つ いて 來 て いる 、812 の 7。 は 
ラ ヂ ォ 用 可 弟 抵抗 と 用 いた 事 に よる 抵 挑 値 の 不安 定 き が 一 因 を な し て いる の で は な いか と 語 
う ・ な は 地震 計 の 直線 性 を 見 る 念 に // と 7。 と の グラ フ を 描い た の が 第 4 園 で ある 。 計 
見 る と 各 測 定 値 は 1 直線 に 来 つ て いる が , 此 の 直線 は 0 軒 を 通 つて いな い 、。 の 

測定 法 に に と つて 少 ス 愉 合 の 悪い 事 で ある が 。- 可 な り 大 きい 振幅 で 直 株 性 を 挫 つ て いろ る 事 は 


Me 


当 
防 : 
3 


琴 


k 


2 も LE Mech SL に 
UpVI 7 1 


ic 


2 
と h * nr 訪 
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2 | 1.52 

3 | 1.55 

4* | 1.55 

851.55 


(0.705) 


(1.42) 


(2.35) 


3.00 エ 0.01 
1.96 エ 0.02 


(1.06 二 0.02) 


(2.23 圭 0.06) 
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(3.39 エ 0.00) 


103- 107652885 


1.50 |9.27 エ 0.08 
1.50 |9.27 二 0.08 


〇 1 


Remark : 


3 な 


6 
(4 


分 る? 


=18.9 2。 ァ ニ 14.5 の , 7」= ニ 4.10 k の 2, アニ 0.10 sec. 
1, 2 : Measurement on the sensitivity of the vibrator 
: They Were done by the method I (Fig. 1).- 
5 一 12 : They Were done by the method 攻 (Fig. 2). 
: An unit cell Was connected in the opposit direction. 


。IMeasurements of two transducers Were done siimultaneously by the same un 六 記 


83. 天 に (3④ 式 を 見 直す と , 第 2 項 , 綴 
ち 地震 計 の 減 奏 定 数 2 が 分 れ ば , 之 か ら 


も を 求め 得る 事 が 分 る . 然るに オッ シェ 
グラ フ の 記 勾 か ら 2g を 求め る 事 は 比較 的 


容易 で ある か ら , 殊 に の が 小さ い 時 に は 


⑦ が 人 簡 等 に 求まる 答 で ある ・ 
(④ 式 の 抵抗 に 更に 直列 抵抗 』 を 加え 


7 合 , 


10 k の に し て 測定 する と , s 
=0.000 と な つた ., 


_ 攻 に LII の 利 験 に 用 いた 地震 計 で は の 
_ は 零 と 考 を えて も いい 事 が 分 つた . 故に 


も 6。Yuoa79 才 e 
!)O ym Ve2nWacetet も 他  . 
クン 


と コ 


の 
2 


7) 


2 27 2 だ アキ テイ 7 重い ーーー 


35 = ( 刀 十 7 十 争 )・ ん い 4 
。 此 の カ 法 (III) に 依る 測定 結果 は Table 2 の 馬 り で ある . 地震 計 の coil を 挿 らち せる 操 
Table. 2 R 作 は Fig. 2 の 配線 
| だ 十 ア 十 7。 の / ん ん (だ 十 ア 十 7。) で に 依 つ た . 手 で 動か 
の 1 1 10 10? 
ーー SE 5485 ルコ ミン ンー 
陸 4127 1H1.026 土 0.002| 0.0078 | 3.22 9.42 土 0.00 の > 識 
の 1200 。 1.09 0.00| 0.027 1 3.24 |9.44 ェ 0.00 此 の 壇 法 に 佑 れ ば 。 
SI 532 IF21 0.01 | 0.061 3.24 |9.44 二 0.04 ealva の 感度 を 同 --。 
だ ー4 360 1.32 二 0.01| 0.089 3.20 | 9.41 二 0.04 ー 
記 銚 紙上 に 室 し て を 


に is a ratio of neighbouring amplitudes. 


。 生 =0.01sec: 『 く 事 が 出來 る 便利 が 
ある 人 計 未 ご て 水 め た ひ の 代 EL で 求め だ 場 さ 本 三 近 に で RSLUER < 間 
、 が 精度 が 良い 様 で ある . 然 も 操作 は 一 番 簡単 で ある . 「 「 
。 54 地震 計 に 会 人 減 表 器 その 他 が 取り つけ て あつ て , この 島 の 汐 態 で を 出さ ね ば な ら め 
本 時 は , も う 少 し 考え る 魚 地 が ある . 然し 元 の 島 の 状態 で 0.6 位 迄 な ら , II と 同様 の 測 
。 。 定 法 を 用 い , に 少々 の 考察 を 加え て G を 求め る 事 は 可能 で ある と 思う 、 
、 双 増 幅 器 を 用 う 場合 に も , 野外 で 地震 計 。 夫 幅 銘 電流 計 を 加え 合せ た も の の 倍率 を 科 還 
に 求め る 事 が 出来 る の で は な いか と 思 つ て て いる . 。 3 
、 然し 財 筆 の 事 は 未だ 祥 用 を し て いな い の で どの 得度 の 精度 が 得 り られ る か が 分 らち ない 。 光 双 2 結 
_ を し た 後 。 六 の 機 合 に 報告 す る つも り で ある . 今回 の 宮内 に 際 し て は , 後期 學 生 「 
、 田 尚 の 十 氏 に 測定 を 繰り 返し て 貰 つて , 多く の 韻 料 を 得 た . 


以上 の 如く に し て G が 分 れ ば 地震 計 の 倍 座 は 次 の 式 か ら 求め る 事 が 軸 来る 。 


0 @ ( あ 1 
37 (9) 長寺 の 十 7 UN だ ) 2 ア ( ー1)* 6 


So の 
の : a sensitivity of the galvanometer ( 人 テ 
( の ) mm 
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( ポ 十 7 十 急 ) : a resistance in series 


ん : a radius of the moment of inertia of the transducer 
3 補 の : an angular velocity of an external force 
っ の : an external displacement 
Se 


ー は ae だ 、 ーー ーー ます タリ ("ひこ レン と も 二 さ す 。 まで コト アオ アコ 
と 2 を ョ 


上 本物 理 探 氏 株 式 公証 je 間 健 
( 果 和 26 年 2 月 19 日 受理 ) 


e v ュ kI っ 
Dynamiceal Studies of the Surface. Structue of the Grounnd 
Takeshi WATANABE 


Geotechnical Laboratory 
Nippon Geophysical Prospecting Co. Ltd. 


The fundamental principle of the dynamical method consists in the application of vib- 
rations generated by an oscilator set up on the ground surface. he oscillator, designed 
by the Writer, consists of three steel-plate wheels, each 20 cm in diameter,。 to which are 
bolted lead plated in order to produce an unbalance force. The sinusoidal elastic Wavegs 
are generated in the ground. The amplitudes and phase differences at various points in 
the field under investigation are measured with sensitive electro-magnetic seismographg. 
Investigating the dynamical amplitude-distance and time-distance curves, the Writer deter- 
mined dynamical qualities-i.e., phase velocity, natural frequency and bedding value of 
the soil. IMethod of measurments and analysis of the field data are explained in detail with 
respect to the actual examples carried out near the Tokyo Station in Aug. 1950. 


1 序 言 

動力 學 的 基礎 地盤 調査 決 と は 起 震 栖 を 用 いて 地 中 に 正弦 的 な 振動 力 を 興 た ん , これ に よ つ て 
地盤 に 生ずる 弾 任 波 の 振幅 ・ 位 相 俺 播 速 度 ・ 波 の 王 小 等 を 利用 し て 地質 状態 ・ 地 の 弾性 的 
性 質 を 調査 する 方 潜 で ある . この 調査 濯 は ドイ ツ で は 1932 年 頃 か ら Degebo で 研究 きれ て 
いた が 日 本 で は 未だ ま と ま つ た 研究 報告 も な いし , 定 施 し た 例 も 開か な い . 本 祉 研究 所 で は 
昨 春 来 と れ を 研究 し 賀 用 に 供し 得る 見 込 が つい た の で 今夏 これ を 賀 施 し た . ここ に 調査 法 の 
概要 と その 額 施 例 を 枯 べ る . 

2. 調査 法 概要 

振動 汽 と し て 用 うる 超 震 機 は 不 行 な - - 軸 の 鋼 り に に 送 方 向 に 同 皿 する 2 個 の 彫 盤 に 取り 
つけ られ た 偏心 質量 に よる 科 心 力 を 利用 し て 振動 力 を 地盤 に 和 抽 へ る . この 場合 に 生ずる 弾 性 
波 は 表面 渋 の 性 質 を 持つ も の と 考 へ られ る . 感 振 如 を 測線 上 に 種々 の 距離 に 配置 し て これ 等 
の 地 苦 動 波 形 を 記 鐘 す る ・ 

一 様 な 地 毅 の 場合 に は 位相 走 時 曲線 は 直線 と な り , 振幅 曲線 は 距離 に 麗し て 次 式 に よ つ て 
表わさ れる 曲線 と な る . 


ーー (1) 


り の iv 
まっ っ っ 


> 0 


. 常 弄 。 8 - 四 区 


た … 滅 係数 


- 色 @… 振 幅 , 4・ 


と が 恒 な る の で 測定 され る も の は 合成 小 の 倍 相 


衣 夫 呼 と 振幅 と で あ る. ^ 今 上 由 及 び 下 居 を 漂 つ た 

9 ヨ 表 "2 
9 Travel Time (Pha se) 波 を 夫々 5 に ーー 
ロコ 呈 6 

5 EN ジィ 4 の Sin の (7 一 の) C | 

3 g 2 ら 三 の Sin の (7 一 の 。) 

所 

き と する ge。 の の は 夫 え 振幅 及び 位相 で 
時: ある . タ 等 の 合成 波 を っ 


6 Sin の (7 一 の ) 0 
と すれ ば , 合成 渡 の 振幅 @ と 位相 の と は 欧 の . 
如く な る ・ 


の ーー@“ 二 2 の 。 COS の (の 」 一 


es>) (4) 


の Sin の の 十 @ Sin の の 。 ( 5) 
の 」 COS の の : 十 の 。 COS の の 。 


の otanー* 


lt S は 起 震 帖 より の 距離 で ある . (④) 式 で 表わさ れる 合成 
_ 波 の 振 柚 は 第 1 園 の 如く 四 離 に 肘 し て 波 択 疾 化 を な す . 


-g=6( さ ド 9 ウパ 3 「 だ 


1 の ) 1 


= 記 で ぁ る か ら 息 須 機 の 貼 締 数 が w の 場合 に 第 1 園 の 振 概 晶 弥 に 於 で 相 陸 る 極大 の 間隔 を 2.9 
すれ ば 


『 


EE “ に 


この 又 こ の 曲線 の 極大 を 結ん だ 曲線 は 二 つ の 層 の 波動 の 振 凡 の 和 を 表わし , 極小 を 結ん 
だ 曲線 は 差 を 表わし て いる 牙 還 居 の 振 橋 の 減 奏 曲 線 を 求め る こ と が 出來 る . 

_ 位相 速度 は 

に 寺 た 1 

ーーー ィ 記 /22 と の 3 

2 gS 
で ある 。 て =g/o。 と も け ば , (5) より 。 
で 二 2c cos (sss 


1 
2 +e( テ + )ces eei- の s) 


7 


と な り yt は 一 定 で な く S の 陶 函 敷 で ある . 一 般 の 場合 に に 軸 記 所 の 
を 表わす 直 直線 の 周り 1 に 波状 閥 化 を な し , その 波長 2。S は 振 握 曲 線 の それ と 同じ で ある . ・ 
振 柚 曲 線 と 位相 走 時 曲線 と の 開 係 は (⑧) を 吟味 すれ ば 刊 る . その 結果 を 一 括 表 示す れ | ば 第 議 計 


引く な る . ド "ーー NN 
Table. 1 人 

Se 振幅 曲線 の 弥太 の と き 位 相 加 

8 の スス は 度 は 極小 と な り , 振幅 曲線 の 


の ic<S9 の sk 極小 で は 位相 速度 は 極大 と 
こ の な る 時 5 位 想 可 「 の NM 


9 振幅 曲線 の 極大 の と き 位相 可 
0 度 は 極大 と な り , 振幅 曲線 の 
二 201 ksm 0 RSS 


傾斜 居 の 場合 に は , 第 2 園 の や うに 下請 の 勾 
配 を 2, 起 震 里 直 下 の 深き を グ 。 製 測 國 の 
深き を gs と すれ ば , 下 居 を 通 つ た 波動 の 走 


時 は | 2 
3 0 の まこ と 5 
( あ 計 
2 の 」 の 。 COS 
_ 2 グ 。 ムー% sin 
巡 了 g の 5 COS 9 に 
た も の の 。 COS いう 
2 り ラ あみ の 部分 で は 見 掛け の 速度 ion が 現われ る . タタ 振 所 曲線 の 極大 間 の 
+ 1 ー%Sin 
: 光 8 は 回 韓 浮 % の 場合 に 1 | の 858 RCOS 2 


以上 の 諸 式 に よ つ て 各 情 の 速度 を 求め る こと が 出來 る . 表面 暦 の 厚 き は 振幅 の 極大 由 を 興 8 
へ る 距離 ぷ と ヶ と が 定 ま れ ば 丈 式 に よ つ て 計算 され る . 


と 3 16 CO 

條 し ゃ は この 地 及 で 上 下 古 屋 を 通 つ た 小 の 走 叶 の 薬 が 週 期 の 何 倍 に 枯 常 す る か を 表わす 基 数 
、 で ある . 7 は 起 展 の 回 生 数 を wa,2。 の 如く 少し づつ 交え て 測定 し た 場合 の 振 卓 曲 線 の 李 
犬 虹 の 移動 に よ つ て 決定 する こと が 出来 る . 第 3 賠 の 如く 同 韓 敷 を 獲 え て も 極大 帳 の 移動 し っ 
、 な い 謀 が 7= ニ 0 で その 他 の 四 で は 極大 帖 は 多少 ずれ る . 妨 49 は 奥 え た 週 期 7 に 比例 する ご 
- から 。 第 3 賠 下 の 如く 忠 離 軸 (3) に 直角 に 7 の 座 林 を と り 。 77(=1)。 人 (=), 間 


0 2 の 謀 で 距離 軸 に 下行 線 を 引き , 【 そ の 上 に 夫 え の 場合 の 極大 の 位置 を 記入 すれ ば 


94 (74) 動力 的 基礎 地 解 調査 と その 光 施 例 


馬 


ePndiIdudV 


同 -- の * も の は 一 直線 上 に 載り , 且 之 等 の 直線 


央 「 Period 7 群 は 弧 べ て 原 踊 を 通る 答 で ある ・ 弟 様 に し て 原 
計 。 こ 穫 及 び 各 由 の * が 定 る - 
3 0 多く の 層 の ある 場合 も 層 敷 と 々 と すれ ば 振 
了 の 幅 曲 線 , 位相 走 時 曲線 は 
の ー(>)eg Sin の (4 一 の が) ー 
了 。 十 { ふ Jo COS の (7ー e) (11) 
っ 


5 ヽ ・. >)eg Sin(7 一 の ) 

ら リー ーー こっ ペー 芝 さ ン / 12 
/ 3 > dr COS(7 一 の) 2 
寺 に 2 8 

= の の 。 十 5 6 


東 革 ニー Y= の アニ / = う 
7 な 
則 
の 
Mto 人 計 ) 
る 5。 


層 の 厚 さ が 一 様 で な い 場 合 に は , グ 。. グ s 
を 夫々 起 震 踊 直 下 及び 8 貼 で の 層 の 厚 さ , 7 


Dis も an こら と な り , 理論 的 に は 二 記 の 場合 と 同様 に 解き 得 


を 起 震 栖 の 週 期 と すれ ば , 
cy 
の な (< 0 )- r1 SS NNYZZZ2Z2222Z2Z274 
ウル ムル ///NNNNNNNNNN 
と な り , グ 。 を 適 営 な 方 法 で 例え ば 起 震 貼 に 最 必 
、 も 近い 町 の グ s と 等 し い 等 の 方 法 で 定め れ ば に 
隊 科 蘭 ーーーーーーーーー 
全 断 面 が 定 る . - Bm 
| 
3. 費 施 侯 = 


1 SS 


日 時 昭和 25 年 8 月 


られ , 彫 畿 は 1/2 馬力 200 V 3 相 交 流 の モー 
ター に より 回 轄 し , 毎 分 800 こ 3000 回 轄 に 調 Fig、 4 


に 

場所 東京 腹 八 重 洲 ロ に 計 
使用 し た 起 震 機 の 概略 の 構造 は 第 4 圏 の 如く (] 
で あぁ る. 偏心 質量 は 50 g~240g の 間 に 衝 え に 朱 


、 分 きれ 。 最大 起 震 カ は 800kg で ある . " 
司 須 笑 は 毅 破 東 了 動 計 を 用 の 杜 川 抽 六 成 分 サッ シグ ラフ に て 記 し た 。 感 前 は 始 
め 起 電機 より 10m の 地 に 全部 置 へ て 感度 及び 位相 差 を 各回 得 和 1 に つい て 比較 し , 次 Q で 選 
1 個 の み は 10 m に 基準 し て 固定 し 。 他 の 5 個 は 1 m 開 隔 に 並べ て 測定 し , 11m より 50 
mm まで 測定 し た 偏心 質 基 は 200g, 400g の 2 種 を 用 い , 感 震 器 の 位置 に よ つ て 使 分 け 
舞 。 上 は 22.2 : 27.8.34.5oAec の 3 所 に 失 え で 交 定 を 行 つた 名和 に ける 測定 績 


お ch いう 


すす チー 「 


1 
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- の 値 を 考慮 する と , この 


き さき は く % ぐ %。 の 順 で 


- め る と 爽 の よう に な る ・ 


架 に 初め 10m で 行 つ た 感度 及び 位 : 相 率 の 比較 の 値 を 用 い て 村 正 を 行 つ た . 
測線 は 全部 で 8 本 で あつ た が その 中 の 一 滑 孤 の 結果 を 示す と 第 5-7 面 の 如く で ある 。 
(2) 解析 


振幅 曲線 は 波長 34m の 短い 波状 。 3 ト CIP 
舞 化 と , 台 線 で 示し た よう な 波長 15 ー 半 S 2 人 
m 程度 の 長い 波 航 遂 化 と に 分 苑 出 来 王 ッ oz 
る . これ は 地下 に 三 慎 が あつ て その 中 は ビ 
の 一 つが 所 柱 が 特に 大 きい 場合 考え , 0 
られ る . 位相 走 時 曲線 に 現われ た 速度 | 


は 同 甲 敷 に よ つ て 若干 違 つ て いる が そ KS 
0 9 の ロ 
の 在 均 値 は 124 m/Sec. と なる. 解析 法 1 (」 30 20 0 
Dis も ance 


で 逃 べた 第 1 表 の 極大 極小 の 開 係 肥 び Fig。 5. 
第 8 園 に よ つ て 求め た 7 34 


SeC 


速度 は 第 2 居 の 速度 に 


政 し 。 名 届 の 度 の 大 ヨコ "IN 77150070w 03 


SPn4duV 


ある こと が わか る . 各 濾 
汰 書 化 毎 に 
2 0 3 


ーー ーー キーー 
1 ま ー%・2S 


に 代入 し 各 居 の 速度 を 求 


Trave! Time (Phase) 


9 三 55』5 Im/Sec, 


0 
% 三 134 m/Sec, 90 て 


40 30 20 9 り 
2 Distanoe 
% 三 186 m/Sec. Fig. 6 


SE 
5 6 
= に つた 
35 (75) 


に な が NG 


NE 


0 


e の ま 
な ao) 


乱 
に さ 


いい 


韻 NR で ある . 


各 力 画 的 基礎 地区 調 査 と の 邊 施 例 | 


記 の 在 均 の 厚 さ は 振 相 曲線 の 覆 大 工 の 
距離 ぷ と それ に 刷 應 する ヶ を 用 い 


刀 =2000/Z の ua 


こっ 】 
いい 


の 式 に 代入 し , 最小 自 乗 決 に よ つ て 計 _ 
算 し た 夫 え の 没 航 手 化 に 應 じ て 第 1 層 
第 2 居 の 厚 さ を 得る . 胞 ち 

第 1 居 2.2m, 第 2 層 :1.8m 

又 居 の 厚 さ が 一 様 で な いと 考え る と 上 

で 使 つ た 個々 の 極大 町 の 距離 及び ァ を 別 


ト S 


で 
の 
0 

BE 

品 
ら 

E 

に 

で 

る 

較 


ご 


0 ミレ 
全 PES え に 菊 式 に 代入 する と グ 。 十 グ s が 得 ら れ 
1052 6 
Distance 
00 2 あ 40 30 20 10 2 人 -( ーー エク) ッ ン 
・ 2 73002 タ 4 9 の の 罰 
2060 


グ 。 は 最も 近い グ s と 等 し い 
等 入営 な 優 定 を 設け る こと に 
より 各 申 で の 原 さ を 求め る こ 


と が 出來 る や. か くし て 求め た 断 ' ] 


ーー quick fluctuation 
eglow fjuctuation 


Fig. 


/Q 


MSNUBNR で が した だ ゃ OB も 2 の ReEw3 
> 上 196 
Fig. 9 
4. 結 語 


本 調査 法 の 従来 の も の に 比 し 優れ た 算 を 列記 ナ れ ば 区 の 如く で あぁ る 。 


5 計 


(1 ) 上 上司 の 速度 が 如く で も 下部 の 地 居 訳 態 を 調合 し 得る . 従 つて 澤 挟み 居 の 検出 や 負 


技 し た 地表 面 の 場所 の 調査 に 適し て い ぇ . 6 
(2 定 さ れる 如 度 は 表面 波 で あつ て 横 波 に 近い か ら 土 木工 列 交際 用 と し て 地 耐力 の 逢 

定 に 開 し て 精度 が よい . 
(3 ) 利用 する 速度 は あ ミ きり) 速 る な い の で 居 の (Ns 夫 に コ か ゆい 起伏 の 調査 が 可能 で あぁ 3 電 
、^) 本 調 條 は 基 築 を 使用 し な い の で 。 都市 に 於 で も 人 家 の 近 く で も 測定 が 国 来 。 目 雪 

面 を 損傷 し な い . で ~ 
交 獣 
Veroff. d. inst. Deutsch. Forschungsgesell. f. Bodenmech. Heft 4. 
Angenheister : び Boden-und Gebaudeschwingungen.” 


Aus den Berichtsheft、d. VilWSIK Schwingungstag. 1938. 
井上 宇 嵐 : 地震 探 伴 法 


「 _ 右 淵 爆 破 地 震 動 の 抽 測 


、 爆破 地震 動 研究 グル シープ * 
| 京 大 學 地 震 研究 所 東京 大 克 地 球 物理 邊 数 室 
中 央 打 象 嘉 地 震 課 地質 調査 所 第 4 部 

(昭和 26` 年 2 月 28 日 受理 ) 


Observation Sismique par xplosion d'Tsibuti 
La Groupe de Recherches de Seimologie par Explosion, Tokio ン 


Le 25 Oct. 1950, devait avoir lieu a JSibuti。 2 20 km environ & Pouest de Mizusawa, une 
explosion simultanee avec 57 tonnes d'explosifs. Nous y install4mes 8 observatoires proviZoires 

a des distances convenables du lieun de explosion jusqu'&a 121 km. Pour les signaux de 
temps nouS inscrivions directement sur les sismogramrmes les signaux de seconde de obser- 

. vatoire astronomique de Tokio par radio JJY (4 MC). Le commencement des secousses peut 


@re cGfni ts prGciceinent partout sauf & Kogota. Les hodochrones des debuts des pre- 


mieres ondes et quelque suivantes sont dessinees dans Ia figure 3. 

Deux branches dhodochrones ア , et ア , sont apparueS respectivement dans les observatoires 
proches et eloigrGs. Nous avons calcul6e les vitesses de ces deux phases et avons obtenu 
5.26 土 0.007 km/sec et 6.31 土 0.017 km/sec respectivement. Comme les deux branches se 
coupent pres de 1'origine, nOuS DOuvOnS SuDposer qu'il existe une couche peu @paisse, hori- 
zontale, & la surface, oi la vitesse des ondes longitudinales serait de 5.26 km/sec et que 
repose Sur un milieu ou la yitesse serait 6.13 km/sec. Mais Ia distance 6picentrale du point 
de rencontre est 9.5 土 9.74 km et Pepaisseur de la couche 1.3 二 2.7 km.、L'existence d'une 
telle couche ne nous parait pas tres certaine. Nous avons compare le resultat avec celui de 
Prof. 華 . Matuzawa. 

Les phases corrspondant aux ondes S ont 6t6 observees seulment & quelques obserVatoires, 
Leur viiesse est 2.37 二 0.005 km/sec.De plus on trouve en quelque observatoireS une Seconde 
phase claire qui est en retard de 1sec. sur les ondes S. Ces deuxiemes S sont peut-@:re 

ー dues & un 6boulement au-dessue des chambres apres 1'explosion. 
D'ailleurs le material nest pas encore su 抽 sant pour de telles discussionS et nOuS D1GDaTOnS 


dautres observations pour les prochaines OccaSiOnS. 

1、 緒言 地球 内 部 の 地震 波 の 俺 播 速度 を 求め て 地球 の 内 部 構造 を 明らか に し て 行く こと 
は 地震 光 の 重要 な 部 門 の 一 つと し て 今日 迄 に 巡 に 林 多 の 輝かしい 業績 が 遇 ば げ ば られ て きた の 
あつ た が , 更に 精 し い 構造 を 論議 する た め に は 現在 得 ら れ て いる より は 洛 か に 高い 精度 で 観 


人 


\ 


% と の 研究 グ の ルー プ の メン バー は 次 の 通り で ある (ABC 順 ) 
多 間 哲夫 , 河 角 麻 , 宮村 括 三 , 表 俊 一 郎 , 佐藤 泰夫 , 田島 腐 一, 寺 清 臣 , 山崎 良雄 (以上 東大 震 全 ) } 
田 望 , 松本 利 松 , 鳥羽 三 , 鈴 未 次郎, 田 治 米 鏡 二 (以上 東大 地 物 ) 相原 李 三 , 石川 松雄 , 
井上 宇 修 , 小川 辰 郎 , 末廣 重 二 (以上 中 央 無 象 豪 ) 市 川 金 徳 。 時 川 正 包 , 吾 屋 重 牙 , 金子 微 - 
(以上 地 錦 調査 所 ) 


リド nr ッ 
プー ンズ 1 ご と on 
5 に 0 の の コ 3 ミコ 4 
守 や < Y 0 了 かす 5 中 に 。 ) 
か 7 5 (を いで 
EE 
ーー トー 0 9 
の 了 p こ を と 1 テ 2 は 3 
上 36 (7 且 測 爆破 地 震動 の 痕 天 。 。。  。 
が 【 3 ュー 


。 測 が 行わ れる と と が 必要 と な つて きた. 併 し な が ら 各 痕 測 弄 の 観測 精度 を 引き 上 げ る と いう 
。 こと は 容易 に は 宅 現 し 得 な い 事柄 で ある た め に 。 この 問題 の 研究 は 碁 だ し い 困難 に 途 着 し て 
。。 いた の で あぁ つた . 併 方, 最近 物理 近 嘩 の 閉 る し い 策 球 に より 製作 せら れる よう に な つた 
。 高 倍 座 の 地震 計 は この 問題 に 新 ら し い 光 を 接 ず る こと と な り , 人 工 的 に 起きれ た 地震 動 を 観 
|。 。。 測 し て 地下 構造 と 求め る と と が 行わ れる よう に な つた . 併 し な が ら 者 々 が 地球 物理 抑 装 立場 
か ら 現 在 最 問題 と し て いる の は 地表 下 50 こ 60 km の 深き の 放り に 存在 し て で い る こと が 
- 除 想 され で いる 不 寺 面 で も ゅ る の で ,。 そこ 迄 の 地下 構造 を 求め る た め に は 水 下 離 150 km 
力 到 200 km 以上 思 つ た 地 蜂 で 地震 動 の 観測 が 行わ われ な く て は な ら な いと と と な り , 従っ て 
、 礎 生 用 と し て 用 へ られ る 薬 の 量 も 英 大 な も の で な く て は な ら な 《 な つて くる 、 か いる 大 明 
、 炊 業 の 撮 本 か 行わ れ た 例 と し て は 我 國 に 於 て は 戦時 中 父島 に 於 て 海軍 が 20ton の 爆破 を 行 
つた こと ょ か あつ た だ け で ある が この 時 は それ に よる 地震 動 の 観 別 は な され な か つた 。・ 
_。 2. 石 淵 温 破 観 測 計 書 我 園 に て も 岩手 落 若 柳 村 在 淵 (水澤 の 西方 20 km の 地 軒 ) に 
。 。 て 北上 川 の 支流 障 澤 川 に 石 塊 堀 堤 を 建設 する 局 に 20 高 立 米 の 石 塊 を 探 集 する 必要 上 57 順 
の カー リッ ト を 一 齋 に 揚 破 させ る こと が 計 甘 され , 1950 年 10 月 25 日 に と の 爆破 が 行わ れ 
る こと と な つた . この よう に 多量 の 火 が 同時 に 爆破 され る こと は 我 園 で は 始め て の こと で 
あり 我々 地震 抑 徒 に と つて は 得難い 機 剣 を 提供 し て くれ る も の で あつ た の で ある が , 我々 が 
この こと を 知り 得 た の は この 燥 破 が 行わ れる 僅か 10 日 前 で も つた の で 充分 な 準備 を 症 え る 
ま が な い 優 , 持ち 合せ の 機械 を 用 いて , 限ら れ た 人 員 と 研究 費 と を 以 て この 爆破 地震 動 の 共 


同 観 測 を 宮 施 する 計 書 が 樹 て られ る こと と な つた . 
原 破 に よ つ て 起 さ れる 地震 動 の 振幅 が 提 破 虫 か ら の 距離 に よ つ て どの よう な 値 を 期待 し 得 


る か に つい て は 外 國 の 爆破 地震 動 の 盾 測 結果 を 参照 し 論議 を 行 つ た 結果 , 観測 量 。 製 測 者 及 
RS っ 


び 地 震 計 の 配置 を 第 1 表 の よう に 決定 し た . 観測 四 を 湾 定 
する に 営 つ て は , 1) 地震 計 の 鐵道 自 送 の 迅速 容 賞 を 期す る 
た め 東 北本 線 の 溶 線 の 地 黙 を 選ぶ , 1) 爆破 踊 と 観測 皿 と 
の 通話 連絡 に 東北 配電 會 方 の 保安 用 電話 線 の 利用 を 希 記し 
た た め 主 要 送 電線 の 経 貼 地 を 選ぶ , 富 ) 宮 仁 居 の 土地 は 各 = 
ける 、 等 の 條 件 を 示す よう に 考慮 し 井 破 時 か ら 大 暗 20km 
毎 位 に 9 四 の 陶 時 の 観測 帳 を 設置 し た . 之 等 の 観測 還 及 び 。 自 
胡 破 思 の 位置 は 第 1 閣 に 示さ れる 通り で ある 。 財 

各 観測 還 で 爆破 地震 動 が 到着 し た 時 鹿 を 正確 に 知る た め 
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5 ig.1 Les.lieux dte 17cxplosion に 6 ケ ヶ所 の 観 人 出足 で は 4 MC の り J Y 標 準 電 濾 に N る 東京 
dlsibuti et des observatoires RE 齋 に を = : と 
provisoireg 天文 喜 よ り の 秒 報 時 を 直接 記録 紙 の 上 に 列 時 する よ フ に | 馬 ー 
と SS で OS 


が - で に ar と と 
か _ 3= 3 


Rm え グ ルー ズ 


第 1 素 古湯 破 電 誠 生 共 同和 計 宮 


(世話 係 : 表 俊一郎 , 


宮村 失 三 , 末廣 重 二 ) 


。 格 測 勲 | 舟 滑 者 | 距離 震 計 | 簡 時 
3 相原 克 二 携 各 加 速度 計 ( 小 ) | 」」 マ ] 機械 的 猿 大 , 。 0 
3 和志 松雄 km | 水 相 1 ア =0.1S 秒 刻 時 スス 生生 寺 圭 : 
小川 辰 郭 1.8 | 的 天 位 詩 (大 ) 億 記 | | 丈 紙 速記 
- (中 内 無 象 豪 ) zk 座 1 宛 ニ 4.4S 2 mm/sec. Rs 
ーー ミン に 
ド 携帯 加速 度 ( 小 ) ク グ ロメ 機械 的 械 大 , 5 の 
ま 若 柳 ie 二 で 15.1.| 水府 2。 上 下 1 ー ラ ター に スス 2 ジン 2 
No と (地震 研究 所 ) の TS 秒 生 時 | 記 録 紙 水 度 二 の ン 
を | 直 記 | 2.5 mm/sec. さよ 
! ] = So 
商 5 携帯 加 連 度 計 (大 ) | JJy | 松 的 肛 人 
症 em に 王 の 計 21.2 | 水 座 2 上 下 1 秒 痢 時 | 
記 - P (地震 研究 也 ) | アー ニー0.08S 直 記 記 多 紙 速 慶 = ョ 吉 K 
、 | 5 mm/sec. 
ョ ' 携 午後 動 計 SAS = る 
区 山崎 良雄 水 至 2, ア =1.0S ] 73*^ う スー ュ と ジー 
陳 に ご 花泉 大 澤 正規 38.4 夫 生 0E 4 秒 計時 2 mmn/sec。 5 陸 
人 | (地震 研 究 也 ) 4 高 倍 和 生計 人 
まま: も =.05S ィ ル ム 束 鹿 だ 雇 
選 | 0.5 mmmn/Sec. こ 
4 間 倍 後 動 計 計 半 秒 | 柳 板 的 光 診 拘 開 大 , 
上 | 水 学 邊 秋 間 白 天 還 56258 ド 上 ドコ 二 午 時 信 び | フィ ル 。 束 府 
- 守 e (地震 研究 所 ) | アニ 0:05S | 交流 波形 | 4o mm/sec. 
「 億 。 記 : 
田 治 米 例 二 動 線 夫 型 換 振 名 る 
3 耳 Re 1 Ho、 81.4 | 水 主 2, 7=0.1S | 秒 重 叶 | 横型 振 重子 
(東大 地球 物理 )、| Bt: ゲニ 0518 > 作 中 の 提 還 
葛 3 mm/sec. 
: る 動 線 栓 型 換 拓 器 ソラ 
' 5 欠 木 夫 の が 才 2) UL 且 6 横 河 D 型 振動 子 Y 
馬 人 吉 島 。 税 三 64 の 2 ミー 
人 旨 只 (東大 地球 物理 教室 ) (上 量 は 一 50m \| 伴 記 | 6mmsec」 
- を \ の 正三 角形 項 問 に お おく 
竣 の | 頁 内 使 用 
ュ 多 子 役 一 こ し 居り | 記 2 ンク ルク 
0 馬 古屋 重政 00 人 22 秒 侯 叶 | 横 河 D 弄 振動 子 
3 市 川 金 入 た っ NEs と 2 
も 、 どい 3 が (地質 調査 所 ) | 5 | 7 nm/Sec. - 
2 の に % 
|。 た. この 秒 幸 較 は 党 時 。 毎時 間 5 分 一 10 分 :15 分 一 20 分 等 5 分 全 に 牙 時 され て いる だ け 


人 00 の 2 の kn 


3 25 日 正 生 で や つた も の を 25 日 12h06 


き 5M だ 。 


8D、【80) 石 淵 媒 破 地 震 動 の 衝 測 


07。 に 交 更 し て いた だ いた 。・ 谷 此 の 概 準 電波 に よる 秒 報 時 の 他 に 高 一 の 用 必 の た め に デ 
1 。 セフォー ター に よる 郊 時 も 並 用 きれ た ・ 着 柳 と 小生 田 の 観測 箕 は クロ フ メ ー タ ー の み が 用 い 


訪 録 紙 矯 り の 早 さ は 莉 柳 。 花泉 が 2mm/Sec。 石 淵 。 前 浮 3 mm/Sec。 他 は 5mm/Sec 以 


了 記 で あつ た 、。 


3. 爆破 の 概要 代 破 に 開 す る 詳細 な 記 は 他 の 報告 に 護る と し て ここ に は 極 く 簡単 に 料 


上 l248 放 を 輝 べ る こと と する すなわち 渡 岩 の 北西 衝 画 に 皇 業 浅 と 硬 貢 宣 科 る 22.28 暫 


り 之 等 に 納 計 57 順 の カー リッ ト を 和 雷 し た . 史 業 室 か ら は 導 爆 圭 で 300 m 距 つ た 雪 無 雷 
管 に 連結 し , 寺 気 雷管 は 電線 で 更に 400m 了 距 つた 四 に 置か れ た 虹 炎 スィ ッ チ に 連結 せら れ 
富有 至 


われ 各 葉 室 の 火薬 が 一 彰 に 爆破 きれ る よう に な され た . 
ー 


。 た. 名 失 志 と 電 党 と を 縛 ぶ 7 本 の 表 索 の 長き の 状 は 特に 10cm 以下 に な る よう に 洋 意 が 二 


われ て 随想 以下 に 大 量 の 石 塊 が 探れ た と 推定 され る 成功 を 贅 め た . 


- し か し , 爆破 に CM 傘 重 ロ あ で 2 き PR 


km 距 つ た 基 柳 で は 本 に 無 感 で も つた が 北東 30 km の 黒澤 尻 で は 震動 を 感じ た 人 も あつ た 。 


人 租 記 算 に 開 す る 詳し い 通 信 調 査 も 目下 行わ われ て いる の で 後に 報 香 出来 る と と と 思う . 

4. 盾 測 の 結果 延長 120 km に わた る 8 
貼 の 観測 町 で 一 瞬 の 燥 破 に よる 地震 動 を 所 へ 
る た め に 最も 重要 な こと の 一 つ は 爆破 現場 と 
各 缶 測 皿 と の 間 の 息 条 迅速 な 連絡 で あ る が , 
之 は 我々 の 希 乏 通 り 東北 配電 株 式 剣 廿 の 全面 
的 な 協力 に より 完全 に 行う こと が 出來 た 。 参 
考 迄 に 通話 連絡 の 系 統 を 示せ ば 第 2 園 の よう 
還 あ 6、 


行き 幸い JJ Y 時 報 の 受信 汰 況 も 良好 で あつ 
た の で 我々 の 全 手 測 還 8 ヶ所 は 完全 に 観測 に 
成功 し た . 

衝 柚 測 徒 に 初動 その 後 の 後期 の 走 時 を 論 み 取 つ た 結果 は 第 2 天 に 見 られ る 通り で あり テラ 
より *! 有 を り ば 第 3 因り よう に な る 。 この 直販 を 一 し て 世宗 付か し る こと は 


工事 爾 係 島 用 電 杏 線 ユー- 一 -- 


Fig. 2 Schsma des liaisons telephoniques 


1 條 際 に スィ ラチ が | 閉 お られ 雷管 導 夫 雪 を へ て 爆薬 が 店 火 き れ た の は 【、 ここ 
いと ろ と 推 せ られ た . 了 和 2 


胡 破 も 了 定 通り 行わ れ 通信 連絡 も 園 滑 に 


eg アー ャ b Nr | (81) 時 6 
! ゴマ い 認 記 3 1 


第 2 天 OL So CT 


_ 泊 午 - | 震央 距離 1 約 震 時 12h 06m 

- | 観 測地 名 標 高 ー 地 毅 

番 朋 4 km ア 。 ア , S Si ] 
|: 右 拉 1.8 | 300m 8.91s | 8.52s | 9.27s | 号 北 
ai2IN25 計 2 て 15.1 100 10L80 6 浜 積 大 記 叶 了 
3 | 前 澤 21.2 30 12.05 洪 積 大 産地 崖 下 。 
4 穫 じ 泉 38.4 45 14.47s| 15.25 | 19.0 | 20.0 洪 積 導 地 
5 小生 田 62.5 10 (23.6 習 上 不明 ) - 梨 三 紀 暦 許 地 。 
6 | 松 島 81.4 10 21.43 応 地 た 
7 | 仙 益 98.4 67 24.5 35.9 | 37.2 | 第 三 紀 層 族 地 
8 万 旬 -| 121.9 15 | 28.0 過半 5 


失 測 され た 坪 陸 が 極め て 規則 正しく 各々 の 直 直線 の 上 
に 配列 し て いる と いう こと で あり 標準 電 濾 秒 報 時 に 
ぶる 記 時 が 野外 で の 地震 動 観 測 に 意 用 され る こと に 
より 得 ら れ た 結果 と し て 特筆 する に 値する . この よ 
うに し て 得 らち れ た 夫 え の 走 時 の 値 は 略 々 1/50 秒 の 
- 灯 度 を も つも の と 考 ん られ る . 
走 時 曲線 か ら 明 ら か な よう に 石 淵 , 若柳 , 前 洋 及 | 
び 作 泉 の 4 馬 は 1 つの 直線 の 上 に , 又 作 硝 , 松島 , 仙 鹿 及び 世 理 の 4 算 は 駐 史 な 1 つの 志 。 
線 の 上 に 並ぶ よう に 見 える . 最少 自 乗法 に より 夫々 の 直線 の 傾 八 と 求め て 速度 を 証 算 す 0 


Ar ya 
Fig。3。 Courbes hodochrones 0 
1/explosion d/ lsibuti。 


馬 。 れ 5 「 ( 了 
と 前 者 は 5.26 圭 0.007 km/s 
後者 は 6.13 土 0.017 km 


- と な る . 芝 等 5.26 km/s の 速度 を も つ ア , 小 と , 6.13 km/s の 速度 を も つ 波 の 2 つの 
。 直線 は 震源 か ら 10 km の 用 り で 交 り , 痺 度 5.26 km/s の 薄 の 表面 暦 が 速度 6.13 km/s の 
地殻 の 上 に 存在 する こと を 示す よう に 見 える . この よう に 考え え そ の 交 距 の プ 。 と 表面 大 の 


5 厚 き 9 を 計算 する と 
' 2。 ニ 9.5- 寺 9.74 km。 9=1.3 圭 1.27 km ッ 


本 
に う - 
5 


と な る の で ある が , アア , 。 の 震源 で の みか け の 欧 震 時 Gntercept time) を 求め る と 夫々 ほ - 
を 12 h 06 m 07.97 s 土 0.032 s 及び HI2I06im0882858020 と な の の)G め つい ら et 2 
め た よう な 表面 居 の 存在 は 極め て 不 確 軍 な も の と いわ な けれ ば な ら な い ゆい ・ 
。 ここ に 求め られ て いる 5.26 及び 6.13 km/S と いう 2 つの 速度 を 松澤 教授 が 日 本 の gra- 
提 | nitic ayer の 速度 と し て 求め られ て いる 5.0 km/s, 及び intermediate 1ayer の 速度 と し 


て 来 め られ て いる 6.1 へ 6.2 km/s と 較べ れ ば , 大 購 に 於 て よく 合致 し て いる が , 後者 が 普 


42 (82) 石 淵 井 破 地震 動 の 弟 測 


通 に いわ れ て きた よう に basaltic rock の 速度 を あ ら わ す も の で ある か か は 未だ 問題 で あ 
る と 恩 われ る 。 に に 23 
一 方 赤 第 1 園 を 参照 する と 旬 破 虹 に 近い 4 四 と いう の は 大 角 に 於 て 爆破 軒 の 東方 に ある 重 
で あり 逮 い 自 と いう の は 大 骨 に 於 て 南方 に ある 距 と いう こと に な つて いる . 従 つ て この 地域 
の 地質 學 的 な 特性 の た め に 方 位 的 に 地震 疲 の 偽 播 速度 が 異 つ て いた と 考 を て も ちの 存在 目 
を 説明 する こと が 出來 な いこ と は な い . し か し いづ れ に し て も , 現在 得 ち られ て いる 材料 の 精 | 


度 を 以 て し て は , 之 等 の 距 に 開 し て , 之 以上 の 決定 前 な 断定 を 下す と と は 困難 で ある の で 今 
_ 後 の 観測 研究 に 待つ こと と し た vv べ e 

初動 に 績 く 諸 相 に つい て は , 前 澤 。 花泉 , 及び 仙 夫 の 記 銚 に は 旦 著 な 位相 が 明らか に 認め 
られ る . 逐 等 は 3.37 エ 0.005 km/sec の 連 度 を 奥 える 直線 の 上 に 並ぶ こと が 見 られ る の で こ 3 
の 位相 は 6.13 km/sec の ア 。 に 詩 際 する 8 の 位相 か も 知れ な いと 考え ん られる. 更に 之 よ り 「 
少し 遅れ て 1 つの 明 隊 な 相 信 が 認め られ , 走 時 曲線 に 破線 を 以 て 示し て ある よう に 上 の 8 相 
の 走 時 曲線 と 略 々 下行 に 之 よ り 丁 度 1 秒 屋 れ た 1 つの 直線 上 に 並ぶ . この 位相 が 認め られ 

る 観測 嘆 は 大 淵 , 花泉 及び 仙 豪 で ある . 基 柳 の 記 銚 は ア の 位相 が 既に 極め て 小 き か つた 位 3 
で ある の で この 最後 に 逃 べた 位相 が 明瞭 に 認め 得 な いと し て も 止む を 得 な いで あろ う .。 之 に B 
反し 石 淵 の 記 銚 に 現われ た この 位相 は 第 2 圏 に 示さ れ て いる よう に 極め て 明瞭 で ある . 坦 破 
二 時 の 活動 急 眞 等 を 参照 し て 爆破 地震 動 毅 生 の 機構 を 考え る と , 最初 に 爆破 と 同時 に 火薬 毅 環 
. 間 入所 附近 に 著 る し 爆破 が 生じ 同時 に 圭 動 を 四方 に 獲 射 し を れ よ り 一 上 懇 お くれ て 大 量 の 石 環 
。 。 が 下 お に り 沙 ち る 運動 が 起 さ れこ の と き , ね ちぢれ 小 が 2 区 的 に 用 起き れ た と 考え る こと も 


本 不可 能 で は な い .・ この 最後 の 機 功 に よ つ て 出 た 相 が 上 の 破線 で 示さ れ た 走 時 曲線 と し て 認 
3 め らち れ た 位相 を あら わす と 考 た る こと も 能 な 解 種 の 一 つと 一 い 得る か も 知れ な い 。 

に 5. 結 話 今回 の 爆破 地震 動 の 持 測 は 日 本 に 於 て は 始め て の 試み で あり 且つ 観測 の た め の 
用 意 を する 時 間 が 極め て 短 か か つた た め , 準備 友 び 計 書 に 不備 の 忠 が あり , 目的 に 適わ な い 
締 地震 計 を 止む な く 用 いた 所 な ども あつ た り し て 8 波及 び 表 面 波 を 明 際 に 認め 得 な い 記 名 も あ 


つた が , イア の 位相 に つい て は 極め て 精度 の 高い 結果 を 得る こと が 出來 , 観測 を 行 つ た 第 1 の 


上 目的 は 充分 に 達する こと が 出 來 た . 
移り に 此 の 盾 測 を 行う に あ た つて 多大 の 便 喜 を 興 え られ た 東北 地方 建設 局 及び 西松 建設 株 


、 | 式 會 往 の 石 滑 堪 工事 開 係 者 各位 電流 座標 準 電波 ] Y 生 射 所 の 各位 。 並び に 。 表 の 観 

。 。 当 と 召 成 現象 と の 通話 連絡 の た め に その 業務 用 寺 語 の 利用 を 許さ れ 。 お ら ゆ る 協力 を 情 
れ な か つた 東北 配電 株 式 儲 計 の 開 係 者 各位 。 及び 各 懲 測 還 在 所 地 の 開 係 の 方 に 製 し 厚く 御 
陽 申 し 上 げ る 次 第 で ある ・ 双 更に 我々 の 共同 研究 に 騰 し 移 銘 激 聞 と 指導 と を 奥 え られ た 松澤 
雪 授 に 心から 感謝 の 意 を 表し た い 、。 
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25 年 9 月 10 日 の 九十九里 演 南部 治 着 の 地震 

12 時 21 分 どろ , 関東 地方 の 全般 か ら 東 北 , 中 部 地方 の 一 部 分 に わた つて か な り 強 い 地 震 を 感じ , 書 
食 時 の 人 々 を 敬 か し た し た . 震源 地 は 守 葉 贅 大 東 岬 の 東方 沖合 の 北緯 35.3 度 , 東経 140.5 度 で 深き は 
約 30 一 40 km で あつ た . 獄 子 測候所 の 報告 に よれ ば 銚子 市 内 で も 震動 は 相 営 大 きく 測候所 の 簡 里 後 重 
計 は スケ ー ル ・ ア ウト し ベン の 腕 を 破損 し た ほど で あつ た -. 仏 子 測 侯 所 員 池 庄 披 宜 の 踏査 報告 に よる と 
この 地震 の た め 千 葉 史 長 生 郡 一 の 宮 町 一 の 宮川 の 南側 堤防 上 の 2 ヶ所 に 地軸 , ・ 地 志 り を 生じ た . また 


: 鈴 子 市 内 の 被害 和 態 は 大 の 通り で あつ た . 関東 配電 鉄子 管内 で 電線 (本 線 , 低 三 線 ) の 訪 線 66 ヶ所 , 


引込 款 の 混 線 20 ヶ所 , 本 線 , 引込 線 の 過 線 ・ 混 線 に よる トラ ンス の 焼 矢 2 ヶ , 外線 の 接 鯛 に より スペ 
ー ク し て 電線 が 若 王 焼 舌 し た . 山武 郡 東 金町 上 宿 で は 裏山 が 崩れ た た め 家 屋 が 傘 協 し た . 

26 年 1 月 9 日 の 〒 葉 革 養 老 川中 流域 の 地震 

3 時 32 分 どろ , 開 東 地方 の 全 股 か ら 東 北 , 中 部 地方 の 一 部 分 に わた つて か な り 強 い 地 震 を 感じ た . 
月 源 地 は 養老 川 の 中 流 太 で 凝 35.4 度 , 東経 140.1 度 , 深 さ は 約 40 一 45 km で 東京 , 柄 漬 , 銚 季 で 
中 震 , 西 注 露 内 の 仙石 原 , 都田 な ど 強 震 で あつ た . 被害 秩 態 は 炊 の 澤 り で あつ た . 

千葉 衣 君津 郡 久 留 里 町 附近 で 家屋 の 損傷 , 上 彰 の 物品 落下 , 柄 潰 市 内 で 停電 , 於 砂 の 落下 た ど と が あつ た ・ 

浅間 山 は : 1 月 か ら 8 月 まで 自 燃 の 日 が 多く , 山 通 首 掛 で 1, 2, 5 月 に は 鳴動 が 聞え 1.2, 7。 8 月 


。 に は 火柱 が みとめ られ る 程度 の 活動 で ちあ つた. な お , 2 月 28 日 の 火 日 柚 測 の と き に は , 火 日 底 北 部 に 


は 静 封 部 が みとめ られ , この 赤熱 部 か ら 「 ど ー」 と いう 5 強い 鳴動 と と も に 煙 と 始 が 叶 出 され て いた . 軽 
井澤 測候所 の 導 測 に よれ ば , 火 日 底 ほ は 3 月 お よび 7 月 に は あま り 失 化 は みとめ られ な か つた が , 8 月 16 


-. 日 の 導 測 の と き に は , 火口 底 は 7 月 の と きよ り 他 面 的 に 約 2030m 上 昇 し た よう で あり , この 上 虹 火 


日 府 の ほほ ぼ 中央 都 に は 秋 封 部 が みとめ られ た , 
9 月 23 日 4 時 37 分 ご ろ の 噴火 : 大 則 音 を あげ て 噴火 し , その 噴 履 は 海抜 約 1 萬 m の 高 さま で 汗 


し て 東 に 流れ , 噴 履 流 路 下 の 軽 電 澤 , 前 橋 , 熊谷 , 宇 孝 宮 , 筑波 山 , 水戸 , 秩父 , 川越 。 お よび は る か 


南方 の 東京 に まで 降 大 砂 が あり , 圭 井 澤 , 長野 , 小 諾 , 諏訪 , 飯田 , 前 橋 , 秩父 , 川越 , 東京 お よび 人 金 
澤 , 訪 井 , 彦 良 , 岐阜 。 名 古屋 , 濱 松 , 御前 崎 で は 爆音 , 軽 井澤 , 長野 , 前 橋 , 甲府 , 秩父 川越 , 東 
京 , 宇都 宮 , 筑波 山 , 柏 , 布川 , 水 選 , 銚子 , 小 名 濱 で は 窓 振 が あつ た . すなわち , 長野 , 飯田 , 東京 
鉄子, 小 名 な ど で か こま れ た 音響 の 内 際 斑 と 金澤 , 彦 頒 , 洋 , 御前 崎 , 岐阜 な ど で か こま れ た 音響 の 
外 障 域 が みとめ られ た . 

噴石 は 火口 附近 に は 科 敷 m, 東側 7 合 目 附 近 で は 午 約 1 m, 東方 約 9 km の 章 軒 治 結 の 長 日 向 (な 
が ひな た ) で は 失 約 6 cm 東南 東 約 7 kn の 千 ヶ 肩 , グリ ン ホ テル 附近 で は 公 約 2 cm の 大 き さ の も ゃ 
の が 落下 し た ・ 

降 大 砂 は 浅間 山 附近 で ( は 浅間 山 の 東方 , 北 は 北 軽 井 澤 か ら 南 は 信越 線 附 近 ま で ひろ が り , 降 克 砂 量 は 
火口 附近 で は 3 一 4 m つも る 程度 で ちり, 軽 左 澤 で は 約 60 gr/m* 前 橋 で は 約 88 gr/m*, 東京 で は 約 
1.2 gr/m? で あつ た . 被害 は 死者 1 名 , 負 但 者 6 名 , 長 日 向 で は 噴石 の 落下 の た め に 家屋 の 屋 が 2 ち 
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上 MM がら 的 10km は は なれ た 出 導 の 人 了 で は 答 ア ラス 用 子 な ど が こわ きれ た 2 
、 噴火 と 同時 に 起 つた 地震 が 軽 涯 前 椅 , 東京, 自 河 , 訪 , 朋 津 富山 な た ど で 好 謀 対 に 記録 され た 
に _ が 地震 動 の 最大 振幅 は 由井 澤 で 237 ミク ロン , 前 橋 で 100 ミク ロン で あつ た . 
_ この 噴火 後 , 四 井 澤 測候所 で 9 月 29 日 に 火 品番 測 し た 結果 に よる と , 今回 の 主要 活動 部 は 火 日 展 の 
、 東 都 と 南西 部 で あつ て , 火 日 府 は 非常 に 浅く な つて いて , 火 日 引 約 100m で あつ た . 
。 。 10 月 4 日 15 時 14 分 どろ の 粗相 : ドー ン , ドー ン と 2 回 窟 郊 音 が きこ え , 戸 障子 が 約 3 分 間 か す 
し ーー 隆二 と 秀 の た め に 詳細 は 不明 で あつ た 。 この 噴火 で 火 日 附近 に は 多量 の 古 石 が あり , 
_ 火 の 北東 9 km の 北 幅 井澤 附近 で は ダイ ズ 大 の 確 が 落下 し , 火 昌 の 西 2.5 km の 湯 の 邊 で は 押 攻 の た 
IS に 山小屋 が 倒れ た < Ni 8 
の 附近 の 内 生 紅 と 。 條 阜 名 古 司 基 人 府 近 の 外 時 
域 で きか れ た . 四 井 澤 , 前 橋 , 熊谷 で は 訟 振 が あつ た .. - 1 こ 
また 山 の 北東 白河 , 小 名 満 誰 近 に 隆 克 が あつ た -. その 後 12 月 21 日 05 時 08 分 頃 小 噴火 し , 黒 揚 
: 旬 を 昌 し た . 火口 の 東 約 4 km の 峰 の 茶屋 で は 爆音 が 2 回 開 え , 粟 在 か ら 圭 妻 方 面 に 積 寺 の 上 に 際 
、 が 認め られ た . 1951 年 に 入 つ て か ら , 2 月 6 日 に は 大 色 届 を 5)0 m 位 の 高 さ に あげ , 山頂 附近 (a は 
双 「 降 礁 が あつ た . 
- 和 2 月 12 日 側 噴 火 し , 峰 の 茶屋 附近 に 隆 克 が あつ た . 
時 月 27 日 小 叶 火 し , 約 900m の 高 さ に 叶 二 が 上 昇 し た 、 
阿 燕 山 の 活動 : 11 月 27 日 克 色 感 を あげ ば , 阿藤 山 潮 候 所 内 近 に 隆 大 が あつ た . その 後 12 月 4 日 ,6 
月 15 日, 16 日, 20 に も 隆 克 が 同 所 昌 近 に あつ た 。 
欄 前 山 の 活動 : 1951 年 1 月 29 日 4 時 30 分 ご ろ 半 町 で ドン ドン よい う 邊 季 を きい た 。 芝 
時 の 風向 は 北西 で 山 の 南 東 放 向 に 隆次 が あつ た - 
、 王 原 山 の 再 活動 : 2 月 4 日 12 時 30 分 ご ろ 再 噴火 し , スコ リヤ を 約 200 m の 高き に 噴 田 し た . 嗣 
出 孔 は 昨年 形成 され た 火口 の 北西 約 200m の 地 時 で あ も つた. その 後 活動 が うき 天白 本 は 遇 二 
湧出 し て いた が 2 月 下旬 、 つ い ` に 内 輸 帆 か ら あ ぶれ 出 し 閉 の 控 流 を 作 り 2 月 28 日 5 時 に は その 
09 500 m に な つて いた 。 


学 邊 記事 


症 ィ > 音 宮 > 電 系 , 應 用 物理 應 用 カ 事 
、 各 光 商人 振 重 及 波動 研 究 妥 表 休 
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衣 時 SE 1950 年 9 月 2 日 3 日 
了 東京 大 更 第 一 工 現 部 
相 和 沸 舎 邊 読 講 帝 者 題 目 


斉 1. 伊藤 毅 在 坦 な 境界 面 上 の 輌 射 斉 場 に つい て 
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固 鳴 中 の 超 音 疲 の 測定 


(15 分 ) 


| 2U88W 語 語 


- 番 - 災 注 者 _ 題 目 1 
、 2. 区 豆 志 。 雑 状 た る 群 分 布 を 成す 称 議 より の 反射 波 護 に つい て G5 た 敵 計 議 
3. 金 電 消 ( 居 本) ーー 
′ M。 小 に つい て 。(15 分 7 交 . 敵 
4. 佐藤 泰夫 ( 震 研 ) rc 
レー リー 破 を 本 生 し な い 粗 152 語 
5. 乗 松 立木 ( 電 試 田無 ) PD)、 
R 精密 調 小 分 析 (15 
6. 近藤 克 郎 (東大 一 工 ) 河 地 朋 一 (富士 産 業 ) カー 
自動 制御 の 時 間 遅 れ 5 人 が) 議 詞 菩 
7. 非 町 勇 ( 名 大 ) 1 
遊 隙 放 持 され た 単元 振動 系 で 衝突 減衰 ちる 場合 の 獲 制 振動 (15 分 ) 
8. 吉丸 塵 志 (理工 研 ) 新 澤 順 局 (日 大 工 ) 」 CE 
左 谷 バネ を 俺 る 波動 に 軸 す る 性 の 影響 (CS) 語 
9. 河島 佐 男 大工) 間 
弾性 索 振 動 理 論 の 連 際 に よる 徐 計 (15 分 ) 讃 
10. 宮村 賠 三 ( 鹿 研 ) 松 南 正 (東光 ) 2 
非 等 方 定 眞 引 伸 疾 置 の 試作 (15220 還 請 
-11. 区間 哲夫 0 給 
所 振子 を 也 用 し た 地 肛 放 人 大 15 
12. 明石 和彦 ・ 太 田 弘 武 (明石 製作 所 ) 3 
動 和 刑 振 動 許 の 試作 | - 15 25 
13. 宮内 孝治 ・ 明 石和 彦 (明石 製作 所 ) ノー 
振動 分 類 計 (Vibration Sorter) の 試作 (1520 仔 議 王 
14. 系 川 身 夫 ・ 志 質 健 礁 ・ 吐 森 胞 共 ・ 吉 山 具 ( 東 大工 ) 人 宮 
直 記 式 オ ショ グラ フ の 試作 及び 膳 涼 の 記録 に つい て (15、 分) 請 
15. 内 貢 正 ( 電 試 永田 町 ) 山 畑 耕 朗 ・ 皆 川 保 
電磁 刑 振動 加速 度 計 - (5 分) 
16. 秋山 健二 (松下 電工 ) に 
試作 し た スピ ニン グ ・ ボ ポッ ト 有 振動 計 ( 電 宮 容量 型 ) に つい て (15 分 ) 革 
17. 有馬 敏彦 ( 楠 河 ) 5 
電気 音響 式 が ス 分 析 計 (15 分 ) 2 
18. 小澤 淳 男 チタ ン 酸 ベリ ウム 彼 器 聡 電 的 失 み 物性 5 分 ) 
19. 直人 賀 健 維 ” チタ ン 酸 ベリ ウム の 雇用 に つい て (10 分 ) 0 
20. 守田 繁 超 音 波音 場 の 測定 法 と その 鷹 用 (15 分 ) 3 
21. 非 元 鑑 二 超 音 濾 音 可 分 散 の 測定 に つい て Q5 分 ) 
22. 富吉 純一 ・ 原 田 作 ・ 大 塚地 - 
_ 超 音 波 反 響 測 誠 険 の 衝撃 蘭 振 方 式 の 験 的 研究 (15 分 ) ま 
23. 定 吉 純一 ・ 閑 柴 治 攻 
周期 の 失 化 する 減 幅 流 に よる 単 一 共振 系 の 用 振 の 園 式 解法 (15 分 ) * 
24. 座 野 正勝 超 音 旋 魚 群 探知 議 に つい て 5 い 
25。。 非 到 箸 二 音 候 探 働 器 に ょ る 車軸 クラ ッ ク の 藤 見 (15 分 ) 
26. 鳥飼 安 生 ・ 古 谷 勝 美 ・ 藤 株 聴 奴 (東大 生研 ) 


地震 移 界 第 4 回 研究 濾 琴 會 


部 會 番 晃 。 講演 者 頑 目 


27. 閑 本 宣武 (電波 管理 総局 ) 
標準 電 濾 に つい て 
28. 那須 信治 ・ 剛 上 多 彦 ・ 表 俊一 郎 ・ 池 上 衣 條 
動力 克 地 盤 調査 法 に つい て 人 
29. 杉 橋 ' 詠 ( 京 大 ) 
地盤 と 震 害 


30. 井上 稼 (日 立 中 研 ) も 
紡 職 ス ピン ドル の 振動 測定 
31. 糸川 英夫 ・ 志 賀 健雄 ・ ・ 倉 馬 俊 天 ・ oe 
スピ ー カ ー・ ベ ペー ペー ュー ン の 振動 分 布 ( 其 一 ) 
32. 系 川 敵 夫 ・ 志 人質 他 礁 ・ 大 上 ー 誠 
っ まさ) 
33. 在野 正 騰 ゴム 防 振 器 の 防 振 防 害 特性 . 
34., 廣川 原 二 ・ 奥 村 宏 
と 礎 縮 型 ロ ッ シ ェ ル 暗 マイ クロ ホン 

95 小橋 時 サン ド ボ ッ クス の 振動 板 の 振動 に つい て 
36. 同 ハー モミ テカ の リー ド 及 び プ レー ト の 振動 に つい て 

の 糸川 英夫 ・ 熊 谷 陸 施 
ダァ イオ リン の 製法 に 関す る 研究 ( 油 鶴 


名 古屋 大 況 理事 部 物理 學 数 室 1950 年 11 月 7 日,8 昌 
第 | 日 
1. 宮本 貞夫 (地球 物理 研究 所 ) - 走 時 曲線 の 比較 
同 避 方 井 地 震 前 後 の 地 震 流速 度 の 異 
3. 越川 敬 明 (東大 岩 研 ) 岩 源 の 決定 に つい て 
4. 害 山 良一 ( 九 大 物理 ) 訪 井 地震 の 走 時 曲線 に つい て 
4a. 爆 役 地震 動 研 究 グ ルー プ (東京 ) 石油 爆 破 地震 動 席 測 速 報 
5. 本 間 正 作 (中 所 亭 賑 ) 、 分 散 性 表面 渡 の 最大 振幅 
SO 同 宰 地表 の 汐 度 分 布 と 地下 の 天 引 性 應 力 
7. 島津 康男 (東大 地 物 ) 歪 應 力 式 の 一 般 化 に つい て 
8 同 上 有限 の 大 き さ AA けた 絡 性 剛 に 
KN で 0 
_9. 金井 注 (東大 農 研 ) 4。 波 の 宮 在 性 に つい て 
_ 9a. 中 村 左 衛門 太郎 (東北 地 物 ) 粘 性 購 内 の 波動 速度 に つい て 
上 10. 中 村 左 衛門 太郎 ・ 島 _ 坦 (東北 地 物 ) 地形 媛 動 に よ ょ つて 地下 験 力 の 嫌 化 を 
EE 推定 する 方 法 に つい て 
っ 11. 高田 理夫 ( 京 大 地 物 ) 木造 家屋 の 歪 に つい て ( 績 ) 
2 同 上 振動 に よる 沈下 輌 険 に つい て ( 序 報 ) 
13. 玉城 提 夫 ( 京 大 地 物 ) 人 工 地震 流 の 重 環 と その 鷹 用 


14. 表 俊一 郎 ・ 宮 村 誠 三 (東大 居 研 ) 。 名 古屋 市 内 の 地 獲 と 震 害 と の 闘 係 
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14a. 加 葵 愛 雄 ・ 遠 張 巧 一 (東北 地 物 ) 仙 謗 市 内 の 地 長 調査 の 結果 に つい て (15 分 ) 


22a. 加藤 愛 雄 ・ 歌 代 慣 吉 ・ 小 坂 由 須 人 (東北 地 物 ) 


。 。 15. 河 角 鷹 (東大 謀 研 ) 日 本 各地 に お ける 地盤 危険 度 と 

3 耐震 規準 震度 決定 (15 分 ) 

ー 153. 中 村 左 衛門 太 郎 (東北 地 物 ) _ 震 災 死亡 者 の 弧 敷 (10 分 ) 

3 16. 岡野 建 之 助 ( 京 大 地 物 ) 近 地 徴 小 地震 の 精密 千 測 (10 分 ) 

1 > 17. 古井 忠 二 ・ 友 田 好 廊 (東大 地 物 ) Law-pass flter を も ふつ 加速 度 計 に つい て (15 分 ) 

二 18、 坪井 忠 二 ・ 田 治 米 鏡 二 (東大 地 物 ) 新作 の 地震 記録 用 ドラ ム に つい て (5 
19. 末 雇 重 二 (中 所 剖 ) 地震 測 に 於 ける 時 間 精 度 向上 の 研究 (30 分 ) 
計 s 第 4 日 に 7 

- 

E 29. 西武 昭 誰 ( 京 大 地 物 ) 地球 内 核 の 物価 (20 分 ) 

| 21. 貞 訂 太 郎 ( 京 者 立命 館 高 校 ) 地下 放射 能 の 測定 2⑳ 分 ) 
ョ 22. 吉松 隆三 郎 (柿岡 地 磁 握 机 ) 櫻 鳥 火山 の 活動 と 鹿屋 に 於 ける 地 電 流 ” (0 分 ) 
っ 

駅 。 

ヨコ 


_ 剛 科 225 年 4 月 26 日 紀伊 件 島 の 


3 到 震 に 件 つた 地 磁 箇 の 久 化 (15)、 二 生 語 還 
1 225. 中 村 左 衛門 太郎 (東北 地 物 ) 1928 年 以来 裏 日 本 北部 の に 
| 地 磁 舞 鏡 化 に つい て 0 分 ) 
を 22c. いい 癌 こっ 地震 及び 火山 活動 に 件 5 
地 磁 舞 組 化 の 他 の 例 (5 分 ) - 
23. 高橋 醐 大 郎 ・ 下 稚 大 輔 (東大 震 人 研 ) 三原 火山 最近 の 活動 に つい て (20 
4 23a. 村内 必要 ・ 本 多 俊一 ・ 高 木 竿 ( 國 立 科 胸 障 物 館 ) 5 
- 三原 山 に 関す る 二 三 の 描 測 結果 に つい て (20 分 ) 
24. 大 井 皿 二 ・ 友 田 好 女 (東大 地 物 ) 二 科 数 の 相 調 か 閥 数 に 操作 を 加 へ る ' 
「 こと に よ つ て 笠 る 簡 提 な 場合 に つい て (15 分 ) 
' 25. 佐野 淡 一 (名 大 物理 ) 伊 奉 沙 周 邊 の 水準 鍛 化 に つい て 1 5 分 ) 
。 253. 佐野 淡 一 ・ 杉 浦 邦 誠 ・ 片 岡 明雄 (名 大 物理 ) ご ( 
村松 秀 穫 (岐大 農 )  ] - 全 勢 閣 周 衝 の 水準 鍛 化 に つい て _G5 分 ) お 
_26. 山 日 生 知 (地理 調査 所 ) 四 國 地方 に お ける 在 交 海 水面 の ジン 
年 締 化 に つい て (10 分 ) 3 
27. 一 戸 時 雄 ( 京 大 地 物 ) 重力 計 に よる 地 帝 潮汐 の 抽 測 (20 分 ) - 
28. 飯田 流 事 ・ 早 川 正己 (地質 調査 所 ) ノー スネ ス ア メリ カン 型 軍 力 計 に つい て (20 分 ) > コ 
29. 飯田 波 事 ・ 早 川 正己 ・ 金 子役 一 ・ 片 寄 邦 之 半 
・ 小川 如 三 ・ 三 日 市 宏 (地質 調査 所 ) 三原 火山 の 重力 測定 (20 分 ) 上 
30. 本 間 正 作 (中 無 牽 戻 症 ) 鈴 震 分 布屋 域 の 調査 (10 分 ) 3 
31. 由 村 左衛門 太郎 (東北 地 物 ) 地震 の エネ ルギー 源 に つい て 5 分 ) s 結 
32. 硬 井 中 二 (東大 地 物 ) 地震 活動 に つい て Q5 分 ) 3 
懇 親 會 (8 日 護 演 終了 後 ) に 


術 勿 


第 9 同 國際 測地 ・ 地球 物理 胸 連合 プリ ェ ッ セル 絶 會 1951 年 2 月 7 日 第 1 回 委員 會 の 席 上 ・ 地 球 物理 
研究 連絡 委員 會 の 一 委員 より 本 會 に 1950 年 11 月 .27 日 付 ブ リュッセル 合議 の 回 訪 重 信 第 1 報 が 手 交 


さわ er も W 


\ 
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され た . この 窟 し は すでに 各地 略 の 委員 の ゃ と に 衝 付 , 適 営 な 場所 に 揚 示 し て も らい , その 盾 ひろ く 全 
會 員 に 御 清 知 し た . ここ に その 要 定 を 抄録 し 御 参考 に 供する 

1950 年 1 月 27 日 付 ス トラ ス ブ ー ル の U.G.G.I. 國際 地震 脇 會 ( 會 長 R.Stoneley, 書記 長 J.F. 
Rhoth6) ょ り 研 究 者 各位 宛 回 艇 清信 第 1 報 . 

1. 第 9 回 展 際 測地 ・ 地 球 物 理 連 合 (U.G.G.!. ) 絢 會 は 1951 年 8 月 21 日 より 9 月 1 民家 ieg229 
ュ ッ セル に て 開催 , 正式 招待 紅 は ベル ギー 委員 會 より 各 國 連合 加盟 組織 に 衣 せ られ た . 

2. 呈 出 論文 の 原稿 は 約 2000ー2500 語 以下 , 英語 丸 は フランス語 で , 1951 年 7 月 15 日 前 に 遂 付 し 
英文 原稿 に は 介 廊 , 便 交 原 稿 に は 英文 で , 300 一 400 語 以下 の 摘要 を つけ , これ は 1951 年 4 月 1 日 前 に 
と どく よう に する . 摘要 は 別に 印刷 し て 公 議 の と き に くば る . 送付 沈 は Le Secretaire GGneral : Pro- 
fesseur ].P.RotEe 38 Boulevard d?Anvers, Strasbourg (France) で ある ・ 

3. 合同 依 議 一 -!. 物理 海洋 兄 分 科 と 地震 分 科 の 共同 で 海洋 底 の 研究 に つい て 8 月 23 日 に お こ 
な われ , Ewing 教授 と M.N.Hill 朝 士 の 講演 が 牧 定 され て いる . 

ーーII. 地震 胸 分 科 と し て 8 月 28 日 14 時 より 地殻 運動 に 開 す る 討論 , 8 月 29 日 10 
時 より 地球 内 桜の 性 質 に 関 する 討論 が 行わ れる . 
ーーIII. 地 霊 , 気象 , 海 涯 合同 で 脈動 の 原因 に つい て の 討論 が 8 月 29 日 午後 行わ ち れる. 

4. 地震 分 笠 會 で は 組織 の 問題 と し て の こと が 討論 され る . 3) 須 動 に 開 す る 報告 に 用 いる 記 双 の 
統一 (Prof. Charlier 提案 ), b) 地震 の 位相 の 記 競 の 履正 (Prof. Gutenberg 提案 ), c) 地震 學 の 
術語 見 典 (ユネ ス ュ の 要請 ), d) 地震 電報 e) パン チカ ー ド , 等 々 

な お seismologie instrumentale (計測 地震 中 ) の シン ポジ ウム も お こ な わ れる か ら , 報告 を 用 意 き され 
SVGS 
6. 詳細 は 後に し ちら せる が , ブリ ュ ッ セル 會 議 の 問合せ は Docteur Ch. Charlier,。 157 Groeselen- 
psrg, Uccle 1 (Belgique) 宛 に され た い . 

以上 が 手紙 の 要 定 で ある が , 今後 も 本 押 に て 入手 で きた 知 は で き る だ け 速 に 英 賞 な 方 法 で 會 員 各位 
に お し ら せ す る つも り で ある 。 

海外 光 會 加入 申込 の と りつ ぎ 1951 年 1 月 17 日 付 女 部 省 大 喝 學 術 局長 より 本 賜 會 宛 に 調査 獲 頼 あり , 
26 年 度 よ り 海外 の 學會 に , 我 避 の 學會 また は 個人 が 加入 する た め 必 要 な ドル の わく か 政府 に 設定 され た 
の で , 加入 希望 者 を 報告 し て くれ と の こと で す . 御 希 望 の 方 は 加 人 希望 光 會 名 。 同 所 在 地 。 會 維 (年 間 
ドル ) と 加入 希望 者 氏名 住所 電話 番 競 を 本 信 あ て 至 委 お し ら せ 下 さい . ちな に Seiem. Soc.of Amer. 
の Bull. の Subscription price は 年 5 ドル , Amer. (Geophya Union の 會 旨 は 年 7 ドル , Geophysics 
の Subscription price は 年 6 ドル で す 。 


osbaiNk で os 


地震 」 投 稿 規定 


原稿 は 原稿 用 紙 に 横 書 に 認め , 恨 名 は 斑 恨 名 を 用 いる こと ・ 
句 讃 中 , . 等 を 明 上 有 に 記入 する こと ・ 

地名 , 人 名 の 計 み に くい も の に に は 振 恨 名 を 付け る こと 

敷 字 は 漢字 を 用 い ず , アラ ビ ヤ 敷 字 を 用 いる こと . 


引用 女 献 等 は 最後 に 記載 の こと 


挿 園 は 黒 で 明瞭 に 書き , 縮 率 を 必ず 記入 する こと . 賠 の 中 の 文字 は 刷 上 り 1mm 以 
に な ら ぬ こと ・ 原 稿 に 赤字 で 略 の 挿入 場所 を 指定 する こと < 

原稿 に は 必ず 天 文 題目 と 台 文 要約 を 付け る こと ・ 

論文 の 長 さ は 営 分 の 間 , 刷 上 り 5 貢 (400 字 詰 原稿 用 紙 約 10 枚 ) 以内 の こと 

別 吊 は 30 部 を 贈呈 し , それ 以上 は 著者 の 負 捧 (用 紙 を 含む ) と する ・ 

校正 は 営 分 の 間 編 韓 係 に 一 任 の こと ・- 

特殊 な 賠 版 (折込 , 色刷 等 ) は 営 分 の 間 著 者 が 吉 用 を 負 拉 す る こと < 


・ 挿 彫 , 表 等 の 読 明 に は 英語 を 用 いる こと . 


| 昭和 26 年 3 月 25 日 印刷 
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